
真
福
寺
文
庫
所
蔵

の

『装
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
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一

『
斐
休
拾
遺
問
』

に

つ
い
て

『斐
休
拾
遺
問
』
と
は
圭
峰
宗
密

(
七
八
〇
1
八
四

一
)
が
、

斐
休

(
七
九
七
-
八
七
〇
)

・
瀟
挽

・
史
山
人

・
温
造
尚
書
の
問

い
に
答
え
た
書
簡
集
で
あ
る
。
こ
の
著
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
真
福

寺
は
、
名
古
屋
の
大
須
観
音
で
知
ら
れ
る
真
言
宗
智
山
派
の
別
格

本
山

の
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
で
あ
る
。

『
斐
休
拾
遺
問
』
の
所

在
に

つ
い
て
は
、
黒
板
勝
美
博
士
編
輯
の

『真
福
寺
善
本
目
録
続

輯
』

(
昭
和
十

一
年
五
月
)
に
次
の
よ
う
に
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
た

の
で
あ
る
。

斐
休
拾
遺
問

一
帖
。
縦
七
寸
五
分
、
横
五
寸
二
分
。
仁
治
二

年
写
本
、
粘
葉
装
、
紙
数
計
枚
。

(奥
書
)
仁
治
二
年
辛
丑
神
無
月
四
日
越
中
国
新
州
郡
新
條
庄

於
戌
剋
書
写
之
了
。
道
願
房
善
縁
生
年
光
九
歳
。
南
無
三
宝
、

南
無
三
宝
。

(
四
四
五
～
四
四
六
頁
)

特
に
こ
の
目
録
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
写
本
が
仁
治
二

(
一
二
四

一
)
年
に
書
写
さ
れ
た
鎌
倉
期
の
貴
重
本
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

大
体
の
内
容
は
内
題
に
次
の
よ
う
に
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
う
か
が

え
よ
う
。

斐
休
拾
遺
問
〈
釈
薫
相
公
見
解

・
答
史
山
人
十
間

・
答
温
尚
書

(所

問
)

口
口

・
申
明
復
礼
法
師
問

・
達
磨
四
行
観

・
惟
頸
覚
地
頒
附
〉

(
〈

〉
の
印
は
割
注
。
以
下
同
)

こ
の
う
ち

『
答
温
尚
書
所
問
』
を
終

っ
て
、
尾
題
の

「
斐
休
拾

遺
問
」
が
あ
り
、
後

の
三
文
献
は
実
際
は
書
写

さ
れ
て
い
な
い
。

書
写
さ
れ
た
文
献
を
み
て
み
る
と
、

「斐
休
拾
遺
門
」
は

『中
華

伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』
と
呼
ば
れ
る
卍
続
蔵
経
本
と

一
致
し
、

「釈
薫
相
公
見
解
」

と

「答
史
山
人
十
間
」

と

「
答
温
尚
書
所
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問
L
の
三
文
献
は
、

『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
三
の
終
南
山
圭
峯
宗

密
章
に
所
収
の
語
と
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

「答
史
山
人
十

間
」
は

『祖
堂
集
』
巻
六
の
草
堂
和
尚

の
章
、
「
答
温
尚
書
所
問
」

の
前
半
は

『林
間
録
』
巻
上
に
も
み
え
る
も
の
で
あ
る
。

現
存
文
献
の
中
で
知
ら
れ
る
内
容
ば
か
り
で
あ
る
か
ら

『斐
休

拾
遺
問
』
は
全
く
未
知
の
新
出
資
料
と
い
う
よ
う
な
資
料
価
値
は

な
い
と
し
て
も
、

『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』
そ
の
も
の

が
次
の
践
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
き
わ
め
て
貴
重
な
文
献
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
校
定
本
作
成
の
た
め
に
も
真
福
寺
本
は
貴
重
な
こ
と

が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

去
明
治
四
十
三
年
十
二
月
、
続
蔵
経
編
集
長
中
野
達
慧
師
日
、

此
書
者
、
希
代
之
書
、
而
於
他
家
無
所
蔵
。
請
謄
写
之
、
以
編

入
続
蔵
。
辰
乃
速
応
請
求
、
許
謄
写
。
且
記
其
事
実
、
以
授
焉
。

干
時
明
治
四
十
有
四
年

一
月
吉
旦
。
四
海
唱
道
五
十
四
伝
灯
沙

門
静
照
日
辰
、
謹
識
於
日
蓮
宗
大
本
山
妙
顕
精
舎
方
丈
。

(
卍

続
蔵
経
巻

一
一
〇
1
四
三
八
b
c
)

と
あ
り
、
し
か
も
真
福
寺
本
に
は
、
内
容
的
に
す
ぐ
れ
た
所
が
あ

っ
て
、
解
読
に
有
益
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
真

福
寺
本
は
卍
続
蔵
経
本
に
欠
け
て
い
た
最
後
の
部
分
が
存
す
る
の

で
あ
る
。
た
だ
惜
む
ら
く
は
、
前
に
二
丁
を
欠
い
て
い
る
。

『中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』
の
研
究
は
、
宇
井
伯
寿
博

士

・
…鎌
田
茂
雄
博
士
お
よ
び
柳
田
聖
山
氏
な
ど
に
よ

っ
て
な
さ
れ
、

近
年
ま
で
当
時
の
禅
宗
史
を
知
る
上
に
貴
重
な
文
献
で
あ
る
と
い

わ
れ
、
特
に
馬
祖
道

一
(
七
〇
九
-
七
八
八
)
系

の
洪
州
禅
と
荷

沢
禅
の
相
違
を
理
解
す
る
の
に
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
貴

重
な
文
献
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
な
が
ら
も
、
現
在
ま
で
卍
続
蔵

経
に
収
め
ら
れ
た
本
を
唯

一
と
し
、
部
分
的

に
解
読
す
る
の
に
、

不
明
了
な
箇
所
を
残
し
て
い
た
。
中
で
も
書

名
そ
の
も
の
に
っ
い

て
も
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
卍
続
蔵
経
本
の

『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』

と
い
う
書
名
は
、
も
と
の
名
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
と
想
像
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
真
福
寺
本
に
よ
る
と
、

「中
華
伝
心
地
禅
門

師
資
承
襲
図
」
と
は
、
達
磨
よ
り
荷
沢
神
会

を
経
て
、
十
世
遂
州

円
に
至
る
系
譜
を
中
心
と
す
る
系
譜
図
に
対
す
る
名
前
で
あ
る
こ

と
が
解
明
で
き
た
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
こ
の
書
に
は

『承
襲
図
』

と
い
う
名
前
は
な
く
て
、

『圭
峯
禅
師
碑
銘
』
、

『
宋
高
僧
伝
』、

『
法
界
宗
五
祖
略
記
』
に
い
う

酬
答
書

(鎌
田
茂
雄
博
士

『宗
密
教
学
の
思
想
史
的
研
究
』
九

七
頁
。
東
京
大
学
出
版
会
。
昭
和
五
〇
年

三
月
)

の
中
に
含
ま
れ
て
い
て
、
斐
休
を
は
じ
め
と

し
て
道
俗
に
対
す
る

宗
密
の
書
簡
集
が

一
つ
に
集
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

圭
峰
宗
密
は
、
華
厳
宗
で
は
、
杜
順
-
智
撮
-
法
蔵
-
澄
観
-

宗
密
と
並
べ
て
第
五
祖
に
数
え
ら
れ
、
禅
宗

で
は
、
荷
沢
神
会
i

磁
州
法
如
i
益
州
惟
忠
-
遂
州
道
円
ー
宗
密

の
系
譜
を
自
己
主
張



73真 福寺文庫所蔵の 『嚢休拾遺問』の翻刻

し
、

『
華
厳
経
』
と
荷
沢
禅

に
よ
る
教
禅

↓
致
思
想
、
頓
悟
漸
修

論

の
主
張
者
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
ω
外
道
禅
、
②
凡

夫
禅
、
㈲
小
乗
禅
、
㈲
大
乗
禅
、
⑤
最
上
乗
禅
の
五
種
の
禅
の
分

類

や
、
ω
将
識
破
境
教

(密
意
依
性
説
相
教
に
属
す
)
と
息
妄
修

心
宗

(北
宗
)、
②
密
意
破
相
顕
性
教
と
混
絶
無
寄
宗

(牛
頭
宗
)、

③
顕
示
真
心
即
性
教
と
直
顕
心
性
宗

(洪
州
宗

・
荷
沢
宗
)
の
教

の
三
教
と
禅
の
三
宗
の
対
配
よ
り
教
禅

一
致
の
価
値
体
系
を
作
り
、

さ
ら
に
洪
州
宗
よ
り
荷
沢
宗
の
優
位
を
従
来
知
ら
れ
て
い
た

『
承

襲
図
』
で
示
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

こ
の
圭
峰
宗
密
の
研
究
は
、
禅
宗
と
の
関
連
を
抜
き
に
し
て
は

で
き
な
い
。
胡
適
博
士
は

「践
斐
休
的
唐
故
圭
峯
定
慧
禅
師
伝
法

碑
」

(
中
央
研
究
院
、
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
第
三
四
本
、
故
院

長
胡
適
先
生
記
念
論
文
集
上
冊
、
中
華
民
国
五

一
年

一
二
月
)
の

論
文
で
、

浄
衆
神
会
ー

聖
寿
南
印
ー

道
円
i

宗
密

の
新
し
い
宗
密

の
系
譜
を
主
張
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
鎌
田
茂
雄
博

士
は

『宗
密
教
学
の
思
想
史
的
研
究
』
の
著
で
宗
密
の
思
想
史
的

研
究
を
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
柳
田
聖
山
氏
は

「新
続
灯
史
の
系
譜
叙
の

一
」
(
「禅
学
研

究

」
五
九
号
、
昭
和
五
三
年

二

月
)
の
中
で
、

宗
密
が
禅
宗
史
研
究
に
重
き
を
な
す
歴
史
的
意
味
は
、
じ

つ
は

歴
代
法
宝
記
に
対
す
る
対
決
的
姿
勢
か
ら
来
て
い
る
。
(
七
頁
)

と
新
し
い
視
点
を
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
、
宗
密
の
新
出
資
料
を
指

摘
し
て
、

今
、
宗
密

の
著
作
そ
の
も
の
に
深
入
り
で
き
な
い
が
、
虚
構
に

み
ち
た
こ
の
人
の
伝
記
と
著
作
の
す
べ
て
は
、
そ
の
動
…機
に
湖

っ
て
洗

い
直
す
必
要
あ
る
こ
と
は
、
幾
度
く
り
返
し
て
も
過
ぎ

る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

(
二
四
頁
)

と
あ

っ
て
、
宗
密
研
究
は
最
も
新
し
く
、
か

つ
今
後

に
深
め
て
い

く
必
要
の
あ
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
宗
密
の
著
作
に
関
す
る
論
文

は
、
先
覚
に
導

び
か
れ
て
新
出
資
料
と
従
来
の
資
料
を
校
合

し
、
校
定
し
て
翻
刻

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
唐
代
の
中
国
禅
宗

史
の
主
流
を
占
め
て

い
っ
た
頓
悟
頓
修
の
洪
州
宗
と
、
宋
代

・
明
代
ま
で
永
く
中
国
思

想
界
を
魅
了
し
て
い
っ
た
頓
悟
漸
修

の
荷
沢
宗

の
違

い
を
明
確
に

示
し
た
こ
の
文
献
は
、
今
後
多
方
面
か
ら
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

こ
こ
で

一
応
書
誌
的
な
事
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

『斐
休
拾
遺

問
』
は
、
真
福
寺
文
庫
で
は
、
函
第
七

一
合

の
五
八
号
と
し
て
収

め
ら
れ
、
そ
の
形
態
を
記
せ
ば
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
帖
数

一
帖

一
、
装
績

粘
葉
装

一
、
紙
質

楮
紙

}
、
大
き
さ

縦
二
三
セ
ソ
チ
、
横

一
四

・
三
セ
ン
チ

一
、
紙
数

三
二
紙

(表
紙
共
)
、内
二

・
三
丁
の
二
紙
を
欠
く
。
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、 、 、 、 、 、

行
数

一
紙

一
六
行

字
数

一
行

一
六
字
～

一
八
字

書
写
年
代

仁
治
二

(
一
二
四

一
)
年

筆
者

道
願
房
善
縁

外
題

斐
休
拾
遺
問

内
題

斐
休
拾
遺
問
く
釈
薫
相
公
見
解

・
答
史
山
人
十
問

・
答
温
尚
書
所
問

・
申
明
復
礼
法
師
問

・
達
磨
四

行
観

・
惟
頸
覚
地
碩
附
V

(1)注 一 一 一 一
、 、 、 、

馨馨騒
装
休
拾
遺
問

な
し
な
し
あ
り

『斐
休
拾
遺
問
』
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
の
は
駒
沢
大
学
仏
教

学
部
助
教
授
の
伊
藤
隆
寿
氏
の
研
究
発
表
の
指
摘
に
よ
る
。
そ
の
経

過
に
つ
い
て
は
、
石
井
修
道

「伊
藤
隆
寿
氏
発
見
の
真
福
寺
文
庫
所

蔵

の

『
六
祖
壇
経
』

の
紹
介
-

恵
所
本

『
六
祖
壇
経
』

の
祖
本
と

の
関
連
ー

」
(
「
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
」

一
〇
号
、
昭
和
五
四

年
九
月
)
に
述
べ
た
。

②

『斐
休

拾
遣
問
』

の
書
名

は
椎
名
宏
雄
氏

の
指
摘

に
よ
る
と
宋
代

の
書

目

に
存

す
る
と
い
う
。

な
お
簡
単
な
紹
介

は
、
石
井
修
道

「
洪

州
宗
に
つ
い
て
1

真
福
寺
文
庫
所
蔵
の

『襲
休
拾
遺
問
』
と

『
六

祖
壇
経
』
の
紹
介
に
因
ん
で
l

」
(「印
度
学
仏
教
学
研
究
」
二
八

巻

一
号
、
昭
和

五
四
年

一
二
月
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

㈲

宇
井
伯
寿
博
士
訳

注

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

(
岩
波
書
店
、
昭
和

一
四
年

一
月
)、

お
よ
び
同
著

「
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資

承
襲

図
の

侠

文

に
つ
い
て
」
(
『第

三
禅
宗
史

研
究
』
所
収
。
岩
波
書
店
、
昭
和

一
八
年

四
月
)
が
、

『
承
襲

図
』

の
研
究

の
詳
細

で
し

か
も
学
界
を

稗

益
し
た
も

の
で
あ

る
。

ω

鎌
田
茂

雄
博
士
訳
注

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

(
筑
摩
書
房
、
昭
和

四

六
年

一
二
月
)
お
よ
び

『
宗
密

教
学

の
思
想
史
的
研
究

』。

⑤

柳
田
聖
山
氏

「
伝

心
法
要

・
宛
陵
録
解
説
」

(
入
矢
義
高
氏
訳
注

『
伝
心
法
要

・
宛
陵
録
』
所
収
。
筑
摩
書
房
、

昭
和

四
四
年

=

一月
)

な
ど

に
、

『
承
襲
図
』

の
中

の
宗
密

の
洪
州
宗
批
判
を
解
説
さ
れ
、

そ

の
後

に
も

こ
の
問
題
を
し
ば
し
ぽ
論

及
さ
れ

て
い
る
。

⑥

従
来

『
承
襲
図
』

の
引
用

に
対

し
て
、

『林

間
録
』
巻

上
に

「
圭

峰
答
斐
相
国
宗
趣
状
」
と
か

「
草

堂
禅

師
騰
要
」

と
呼
ぽ
れ

た
り
、

明
恵

の
弟
子

の
証
定

の

『
禅
宗
綱
目
』

に

「
圭

山
答
斐
休
問
書
」
と

あ
り
、
天
台
智
礼

は

『
四
明
尊
者
教
行
録
』
巻

四
に

「
圭
峰
後
集
」

と
呼
ぶ
な
ど

の
例
が

あ

っ
た
と
さ
れ

る
。

(
鎌

田
博
士

の
前
掲

の
訳

注
書

三
七
四
頁
)
。

ま
た
田
中
良

昭
氏
の

「
敦
煙
本

『禅
源
諸
詮
集

都
序
』
残
巻
考

」

(
「
駒
沢

大
学
仏
教
学
部

研
究
紀
要
」
第

三
七
号
、

昭
和

五
四
年

三
月
)
で

は
、

『
承
襲
図
』

は

『道
俗
酬
答
集
十
巻
』

(
六
八
頁
)

に
当
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
真
福
寺
本

の

「
中
華
伝
心

地
禅
門
師
資
承
襲
圓
」
と
あ
る
前

の
文

は
次

の
よ
う

に
な

っ
て
い
る

。

右
且
略
叙
諸
宗
師
承
、

大
概

如
此
。
然
縁
傍
正
横
竪
、
交
雑
難
記

、

　

今
書
出
爲
圖
、

一
覧
不
遺
於
心
府

。
謹
蓮

次
後

。

(
傍
点
筆
者

)

こ
れ

か
ら
も

わ
か
る
と

お
り
、
法
系

図

こ
そ

「
中
華
伝

心
地
禅
門
師

資
承
襲
図
」

の
名

に
ふ
さ
わ
し

い
こ
と
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。

⑦

石
井

の
印
仏
研

の
前
掲
論
文
参
照
さ
れ
た

い
。
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二

『
斐
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻

凡
例

一
、
本
資

料
は
、
真
福
寺
文
庫
所
蔵

の

『斐

休
拾
遺
問
』
を
底
本

と
し
、

対
校

で
き

る
諸
種

の
文
献
と
対
校

し
、

段
落
ご
と

に
番
号
を
付
し

て
、
そ

の
異

同
を
下
段
に
注
記

し
た
も

の
で
あ
る
。
あ
く
ま

で
も
真
福
寺
文

庫
本
を
紹
介

す
る

こ
と
を
主
眼

と
し
、
校
定
を
意
図
し

た
も

の
で

は
な

い
。

一
、
内
容
は
鎌

田
茂
鮭
博

士
著

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
(
筑
摩
書
房
、
昭
和
四

六
年

=

一月
)
所
収

の

『
中
華

伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』

の

〔
二
二
〕

の

段
落

に
、
〔
二
三
〕
薫
相
公

の
見
解
を
釈
す
、

〔
二
四
〕
史
山
人

の
十
間

に
答
え

る
、

〔
二
五
〕
温
尚
書

の
所
問

に
答
え
る
、

の
三

つ
を
加

え
た
計

二
五
に

分
け
た
。

一
、
底
本
と
対
校
本
と
の
対
校
箇
所

・
所
在
、
及
び
注
記

に
用

い
た
略
号

は
次

の
と
お
り

で
あ

る
。

〔
底
本
〕

『
襲
休
拾
遺

問
』

仁
治

二

(
一
二
四

一
)
年
書
写

真

福
寺
文
庫
所
蔵

函

七

一
ー

五
八
号

(
底
)

〔対
校
本
〕

〔

一

〕

～

〔
二

二
〕

〔

八

〕

～

〔
二

二
〕

〔
二

三
〕

～

〔
二
五

〕

〔
二

四
〕

〔
二

五
〕

『中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』

『法
集
別
行
録
節
要
井
入
私
記
』

『景
徳
伝
灯
録
』

(宋
版
)

『
祖
堂
集
』

広
文
書
局

『
林
間
録
』

卍
続
蔵
経
巻

=

○

柳
田
聖
山
主
編
禅
学
叢
書
之
二

(中
文
出
版
社
)

柳
田
聖
山
主
編
禅
学
叢
書
之
六

(中
文
出
版
社
)

卍
続
蔵
経
巻

一
四
八

(
卍

)

(
法
)

(
景
)

(
祖
)

(
林
)

一
、
底
本

の
印
刻

に
際
し

て
は
、

返
り
点
な
ど
を
原
文

に
忠
実

な
る

こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
校
定
可
能
な
場
合

は
補
正
し
て
、

下
段

に
注

記
し
た
。

一
、
改

行
は
底
本

を
参
考

に
し
、
適
宜
改

め
た
。

一
、
本
文

の
使
用
文
字
も
、
漢
字

お
よ
び
送
り
が

な
は
で
き
う

る
限
り
原
文

に
忠
実
な

る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

一
、
底

本

の
欠
丁
の
部
分

も
、
卍
続
蔵
経
本

で
補

い
、

〔

〕

の
印

で
区
別
し
、
送
り
が
な
、

返
り
点
は
付
さ
ず
、

句
読
点

の
み
と
し
、

底
本

の
補
筆

の

部
分
も

〔

〕
の
印

で
区
別

し
た
。

ま
た
細
注

の
部
分

は
底
本
等

は
割
注
と

な

っ
て
い
る
が
、
〈

〉

を
付
し
て
割
り
書

き
に
し
な
か

っ
た
。

一
、
図

(
法
系

の
)

の
部
分
で
、
誤
り
と
思
わ
れ
る
実
線

は
、
宗

密
の
他

の
著
述

を
参
考

に
点
線

を
付
し

て
補
正
し
た
。



真福寺文庫所蔵の 『襲休拾遺問』の翻刻76

一
、
内
容
目
次

は
底

本
等
に
は
な

い
が
、
鎌

田
博

士
の
内
容
目
次
を
参
考

に
し
、
便
宜
上
最
初

に
加

え
た
。

一
、
文
中

の

(

)
内

の
算

用
数
字

と

a
b
は
丁
数

の
表
裏
を
表
わ
す
。
但
し
底
本

は
二
丁
と
三
丁
を
欠
く
。

〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔 〔

天 毛 芙 蓋 西 三 三=δ 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー
)〕 〕)Ψ Ψ 〕)〕 Ψ 〕)〕 ∪ 〕 〕 〕 〕

目

次

は
じ
め
に
i

斐
休
の
問
に
答
え
て
ー

牛
頭
宗

北
宗
南
宗
荷
沢
宗

洪
州
宗

中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図

禅
宗
の
教
え
を
説
く
心
が
ま
え

以
心
伝
心
、
不
立
文
字
の
意
味

北
宗
の
教
え
と
批
評

洪
州
宗
の
教
え
と
批
評

牛
頭
宗
の
教
え
と
批
評

三
宗
の
総
評

荷
沢
宗
の
教
え

各
宗
批
判
の
根
拠
ー

二
義
二
門
i

摩
尼
珠
の
喩
え
e
ー

北
宗
ー

摩
尼
珠
の
喩
え
⇔
1

洪
州
宗
-

摩
尼
珠
の
喩
え
⇔
i

牛
頭
宗
ー
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〔
充
〕

〔
二
〇
〕

〔
三

〕

〔
一三
Ψ

〔
一三
)

〔
一西
∪

〔
二
吾

摩
尼
珠
の
喩
え
四
ー

荷
沢
宗
ー

空
寂
の
知
と
は
何
か

荷
沢
宗
と
洪
州
宗
の
相
違

頓
悟
漸
…修
よ
り
み
た
諸
宗

の
特
質

薫
相
公
の
見
解
を
釈
す

史
山
人
の
十
間
に
答
え
る

温
尚
書
の
所
問
に
答
え
る

-

(所
問

)

斐
休
拾
遺
問
く
繹
薫
相
公
見
解

・
答
史
山
人
十
間

・
答
温
尚
書
口
口

・
申
明
復
禮
法

師
問

・
達
磨
四
行
観

・
惟
頸
畳
地
頬
附
V

　

ま

り
　

こ
　
　

　

　
　
へ
　

　
　
　

　
　
　
ほ
あ

　

　

　

　

　

〔
一
ワ
輝
法
大
行
、
宗
徒
各
異
、
互
相
謳
設
、
莫
肯
會
同
。

切
要
下辮
其
源
流
{知
其
深
淺
上
、

2

ソ
シ
ル

モ
ト
ム
ル
ニ

す

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

りり
　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
り
　

　

　

比
錐
留
意
↓
未
得
一分

曉
。

撰
録
時
、
恐
有

差

錯
。
伏
望
略

爲

條
流
一分
別
、

ニ

シ
テ

イ
タ
4

ヨ
リ

ル
昌
5

ノ

ヲ

ノ

ノ

ノ

ト

ノ
6
ト

7
ノ

ト

ニ

ト
キ
玉

へ

三
五
紙
一示
、
及
太
祀
列

南
北
宗
↓
南
宗
中
、
荷
澤
宗
、
洪
州
宗
、
牛
頭
宗
、
具

言

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　

　

　
り
　

　

其
深
淺
頓
漸
得
失
之
要
↓
便
爲

終

身
塾
鏡

一也
。
斐
休
状
。

　

　

宗
密
繹
。

れ
　
　

　
り

　

　

　

こ
　

　

せ

そ
　
　
　
　
　
　

　

　
　

　

　

奉

枇

示
以
輝
門
宗
徒
各
異
、
不
肯
會

(
1

a
)
同
、
要
下

辮
中南
北
宗
、
荷
澤

・

　

　

　

　
　

　

そ

　

　

む
り

こ

　

こ

　

洪
州

・
牛
頭
等
源
流
深
淺
頓
漸
得
失
上者
、
然
達
磨
所
傳
↓
本
無
二
法
↓

後
随
人
一攣
。

こ
　

　
り

　

　
　
ゆ
　

こ

　
り

え
　
　

　

お

　
り

　

こ
　

　

　

む

故
以
殊

途
、
肩
之
一倶
非
、
會

之

一則
皆
是
。
前
者

所

述

一傳
記
、
但
論
直
下
宗
。
若

1
(
卍
)
ハ

「
斐

」
以
下

ヲ

師
資

承
襲

圖
L

二
作

ル

「
中
華
傳
心
地
暉
門

)))))))))))))
ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、1、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

之 以奉繹状斐 深頭宗 南太 録暁LLLLLL淺LL北租LL

ノ ヲ以 ヲヲナLノ ナLLノ ヲ

下 「下「 一 シヲ下 シヲ ヲ下一

1413121110987654321

舗 舗 舗 舗 盆舗 舗 リ魏

二似三輝再

「L十 師舞
印 二五答L
L作 字Lニ

アル ヲニ作
リ 欠作 ル
クル

「 二

淺一
深等
LL

ニ ア

作 リ
ノレ

一 一 二明
北大rL
宗 抵 之 二
南LL作
Lニ アル

ニ作 リ

作 ル
ノレ

相 ハ
國 「
問輝
LL_

トノ

「前
斐 二
休 「
相 内
國供
問奉
L沙

ノ門

語 宗
ア密
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つ
　

　

　

　
　

　

　

　

こ

へ
　

　
　

　

ゐ

要
辮

諸
宗
師
承
↓
須
知
有
傍
一有
正
叩
今
且
叙
師
資
傍
正
嚇
然
後
述
言
教
深
淺
殉
自
然

　
へ
　

　
　
　
り
　

　
り
　
　

つ
　

ち

見
達
磨
之
心
、
流

至

荷
澤
一　
。

　
こ

　
　

　

そ
　

　の

　

　
　

そ
　

　
　
　　
　
　

お
せ
　
り

せ
　
ゆ

　

〔
二
U
一
牛
頭
宗
者
、
從
四
祀
下

一傍
出
。
根
本
有
慧
融
暉
師
者
↓
道
性
高
簡
、

神
嘉

慧
利
、

　
り

こ

　

　
あ

　

ち

　

る
　

先
因
二多
年
窮
二究
諸
部
般
若
之
教
↓
已
悟
諸
法

(
1
b
)
〔本
空
迷
情
妄
執
、
後
遇
四
祀
、

印
其
所
解
空
理
、
然
於
空
虚
顯
示
不
空
妙
性
故
、
不
侯
久
學
、
而
悟
解
洞
明
。
四
組
語

日
、
此
法
從
上
只
委

一
人
、
吾
巳
付
囑
弟
子
弘
忍
認
、
〈
帥
五
組
也
。
〉
汝
可
別
自
建

立
。
後
遽
於
牛
頭
山
、
別
建

一
宗
、
當
第

一
祀
、
展
轄
乃
至
六
代
。
〈
後
第
五
祀
師
智

威
有
弟
子
馬
素
、
素
有
弟
子
道
欽
、
帥
径
山
是
也
。
〉
此

一
宗
都
不
關
南
北
二
宗
。
其

南
北
二
宗
、
自
出
於
五
組
門
下
。
五
祀
已
前
、
都
未
有
南
北
之
穣
。

〔
三
〕
二
北
宗
者
、
從
五
祀
下
傍
出
。・
謂
有
神
秀
等

一
十
人
、
同
是
五
租
忍
大
師
弟
子
。
大
師

印
許
各
堪
爲

一
方
之
師
故
、
時
人
云
、
忍
生
十
子
。
〈
能
和
尚
直
承
其
嫡
、
非
此
十
激

也
。
〉
於
中
秀
及
老
安

・
智
読
道
徳
最
著
、
皆
爲
高
宗
皇
帝
之
所
師
敬
、
子
孫
承
嗣
、

至
今
不
絶
。
就
中
秀
弟
子
普
寂
、
化
縁
聴
盛
、
爲
二
京
法
主
三
帝
門
師
。
但
稻
達
磨
之

宗
、
亦
不
出
南
北
之
號
。

〔四
)
三
南
宗
者
、
帥
曹
漢
能
大
師
、
受
達
磨
言
旨
已
來
、
累
代
衣
法
相
傳
之
本
宗
也
。
後
以

神
秀
於
北
地
大
弘
漸
敏
、
封
之
故
日
南
宗
。
承
稟
之
由
、
天
下
所
知
、
故
不
叙
也
。
後

4321
　 　 　 　 　

卍底卍底卍
)))))

ニ ノ、 ノ、 ノ、ノ、

ヨ 「 一「「 一「

リ法聴 者一

補L慧LL
ウ ノLナ ナ

下 ヲキ シ
ヨ「モ

リ慧'

二膣禽
丁 一Y
ヲ雇

蒸 ル リ
ク 補
。 ウ

171615
　 　 　

卍卍卍
)))
ノ、ノ、ノ、

　 　 　

深 下 則

淺LL
Lノ ヲ

ヲ 下 「

一 二 即

淺rL

深 一 二
LL作

ニ ア ル

作 リ
ノレ

 

1
(
卍

)
ハ

「
二
」

ナ
キ

モ
、

補

ウ

2

(
卍

)
ハ

「
子

」

ヲ

「
字

」

二
作

ル

モ
改

ム

1
(
卍

)
ハ

コ
一こ

ナ

キ

モ
、

補

ウ
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欲
滅
度
、
以
法
印
付
囑
荷
澤
、
令
其
傳
嗣
。
傳
嗣
之
由
、
先
已
叙
之
呈
上
。
然
甚
闘
略
、

今
蒙
審
問
。
更
約
承
上
組
宗
傳
記
稽
廣
。
傳
中
叙
能
和
荷
塵
中
間
云
、
有
裏
陽
曾
神
會
、

俗
姓
高
、
年
十
四
、
〈
帥
荷
澤
也
。
荷
澤
是
傳
法
時
所
居
之
寺
名
。
〉
來
謁
和
荷
。
和

樹
問
、
知
識
遠
來
、
大
歎
辛
、
將
本
來
否
。
答
、
將
來
。
若
有
本
、
帥
合
識
主
。
答
、

神
會
以
無
住
爲
本
、
見
帥
是
主
。
大
師
云
、
遮
沙
彌
孚
敢
取
次
語
。
便
以
杖
齪
打
。
神

會
杖
下
思
惟
、
大
善
知
識
歴
劫
難
逢
、
今
既
得
遇
、
豊
惜
身
命
。
大
師
察
其
深
悟
情
至
、

故
試
之
也
。
〈
如
尭
知
舜
歴
試
諸
難
。
〉
傳
末
又
云
、
和
倫
將
入
浬
梁
、
黙
授
密
語
於

神
會
、
語
云
、
從
上
已
來
、
相
承
准
的
、
只
付

一
人
、
内
傳
法
印
、
以
印
自
心
、
外
傳

袈
裟
、
標
定
宗
旨
。
然
我
爲
此
衣
、
幾
失
身
命
。
〈
激
被
北
宗
楡
衣
之
事
、
在
此
傳
之

前
文
、
今
不
能
録
。
〉
達
磨
大
師
懸
記
云
、
至
六
代
之
後
、
命
如
懸
締
、
帥
汝
是
也
。

お
　

こ

〈
此
言
在
叙
達
磨
傳
中
。
〉
是
以
此
衣
宜
留
鎭
山
。
汝
機
縁
在
北
、
帥
)
須
遇
…嶺
。
二

　

　の

　

　

な

　

　

ち

　

　

　

　

こ

十
年
外
、
當
弘
此
教
ハ
廣
度
衆
生
幻
和
荷
臨
終
、
門
人
行
浴

・
超
俗

・
法
海
等
問
和
街
ハ

　

　

こ
　

　

　

　　

　　

ら

せ

あ

　

　

　

法
何
所
付
。
和
樹
云
、
所
付
囑
者
、
二
十
年
外
、
於
北
地
二弘
揚
。
又
問
誰
人
叩

答
、

　

　

　

こ

　

　

　

　

て

　

　
り

若
欲
知
者
、
大
庚
嶺
上
、
以
網
一取
之
司
く
相
傳
云
、
嶺
上
者
高
也
。

荷
澤
姓
高
、

故

密
示
耳
。
V

　

　

　

　

　
り

　

　

　
　

　

　の

　
　

　

　

　

〔
五
∪
四
荷
澤
宗
者
、
全
是
曹
漢
之
法
。
無
別
教
旨
(
爲
封
洪
州
傍
出
故
、
復
標
其
宗
號
司
承

765432

底盆ム底盆誰盆
))))))

ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、ノ、

　 　

高答
LL

ナ ノ
キ下

至 二

(コ

卍苔
と ア
ヨ リ

リ

補
ウ

　 　 　 　

楊激遇授
LLL_L

ニ ヲ ヲ ヲ

ナ 「 「 「

ル 法 過 受

モLLL

㌶驚
ニ モ

ヨ 改

リ ム

改

 

1
(
卍

)
ハ

「
四

」

ナ

シ
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お

　

　　

ま

　

　

　

　

　

　　

　

　

稟
之
由
、
如
上
読
。
然
能
和
樹
滅
度
後
、
北
地
中
、
漸
教
大
行
。

〈
亦
如
上
叙
幻〉
因

ナ

リ

〃

ト

ノ

ノ

,

ニ

ヌ

ス

リ

カ

へ

5

セ

リ

成

(
4
a
)
頓
門
弘
傳
之
障
、
曹
漢
傳
授
碑
文
、
已
被
磨
換
。
故
二
十
年
、
宗
教
沈
隙
。

　

　

　　

て

　

　

　

　

り

こ

ま

　

　

　

　

　
　

〈
大
師
遭
百
歎
難
等
事
、
皆
如
先
所
呈
略
傳
ハ
廣
在
本
傳
h
他
日
具
呈
。
〉
天
寳
初
、

　

こ

こ

　
　
　
　
　
　

　
　
　

こ

　
　

　

　

　

　

　
り

　
り
　
　
つ
　

荷
澤
入
洛
(
大

播

斯
宗
ハ
四
方
顯
秀
門
下
師
承
是
傍
、
法
門
是
漸
叩

既
二
宗
讐

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
り
　
　

行
。
時
人
欲
棟

其

異
(
故
標
南
北
之
名
司
南
北
之
名
自

此
殉

　

　

　
　

　

　

の

ち

え

　

　

　
　

　

こ

　
　　

つ
　

問
、
荷
澤
爲
第
七
租
ハ
何
不
立
第
八
九
十
司
後
既
不
立
ハ
何
妨

擦

傳
衣
一爲
愚
、
但
止
一

　
　

　

　

　

り

え

　

こ

第
六
。
答
、
若
嫁
眞
諦
、
本
絶
名
数
、

一
猫
不
存
、
何
言
六
七
。
今
約
俗
諦
、
師

(
4

　
　

ら

　
り

　　

　
　
り

　
り

　
　
　

　

b
)
資
相
傳
、
順
世
之
法
ハ
有
其
所
表
鱒
如
國
立
七
廟
(
七
月
而
葬
、
喪
服
七
代
⊃
幅

　

ほ
　　

　

　

ち

　
　

　

資
七
七
ハ
〈
道
繹
皆
同
。
V
経
論
七
佛
、
持
念
遍
撒
、
壇
場
物
色
、
作
法
方
便
、
禮
佛

む

ご

　

　

お

　　
そ

邊
佛
、
請
曾
之
限
、
皆
止
於
七
司
過
則
二
七
三
七
、
乃
至
七
七
、
不
止
於
六
、
不
至
八

　
そ

ね
　

　

こ

　

　

ち

　

九
。
今
傳
授
儀
式
、
順
世
一生
信
ハ
何
所
疑
榊焉
。
故
徳
宗
皇
帝
、
貞
元
十
二
年
、
勅
皇

　　

　
　
　
　
　
　

あ

　
　

　

　

り

　

お
　

　

　

こ

　

　

太
子
、
齊

諸
輝
師
ハ
楷
定
輝
門
宗
旨
ハ
捜
求
傳
法
一者
傍
正
、

途
有
勅
下
、

立
荷
澤

　

　
　

　
　
　
　
　

　

お

の
　

　

大
師
ハ
爲
第
七
祀
ハ
内

神
龍
寺
叩

(
5
a
)
見
有
名
記
⑩
又
御
製
七
代
祀
師
讃
文
、

見
行
於
世
刈

　

　

　
　

　

　

　
り

　

　

　
り

こ

　

　

〔
六
〕
五
洪
州
宗
者
、
其
先
則
六
祀
下
傍
出
。
謂
有
暉
師
、
姓
馬
、
名
道

一
。
先
是
劔
南
金
和

　

る

　

ゆ

　

　

う

　

　

　

　

　

こ

　

　　

倫
弟
子
。
〈
金
之
宗
源
則
智
仇
也
。
亦
非
南
北
。
〉
高

節
至
道
、

遊
方
頭
陀
、
随
虚
一

201918171615141312111098765432ム民舗舗 舗 舗盆舗餓 盆餓 舗
)))))))))))))))))))
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ナ ーシー 一ナ「 「下 下下下 ヲキ下 下 ノ ヲ下
ル銘

t

㌶

言
改

集 受 シ 遠 祀 ニ ニ ニ 四 一 モ ニ ニ ニ ー 二
LL

作作
ノレ ノレ

LL
r一 「 字 門'一 一 字 宗 一
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ル ルLアL作 ニ ア ア 作 ア

ア リ ア ル ヨ リ リ ル リ

リ リ リ

補
ウ

 

1

(卍

)
ハ

2

(卍

)
ハ

3

(
卍

)
ハ

「
五
」

ナ

シ

「
其

」

ナ

シ

「
則
」

ヲ

「
印

」

二
作

ル
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な
あ

　

ま

　　

　

ゐ

あ

え

　

　

　
　

坐
輝
。
乃
至
南
岳
ハ
遇
譲
輝
師
噛
論
量
宗
数
噛
理
不
及
譲
幻
方
知
傳
衣
付
法
、
曹
漢
爲

　

　
　

　

　
　　

ゆ

　
こ

ら
あ

　

　

　

　

　

　　

嫡

一。
及
週
心
道
稟
ハ
便
住
震
州
二
洪
州
、
或
山
或
郭
、
廣
開
供
養

ハ
接
引
道
流
司
後
於

こ

え

　

　

　

　

　

ぴ

　
り

洪
州
開
元
寺

ハ
弘
傳
譲
之
言
旨
殉
故
時
人
號
爲
洪
州
宗

,(
5
b
)
也
。
譲
則
曹
漢
門
下

せ
　

に

　
り

ゐ

お

　

　
り

む

　
り

傍
出
之
汎
都
。
〈
曹
漢
此
類
数
有
千
鯨
。
〉
是
荷
澤
之
同
學
。
但
自
率
身
修
行
、
本
不

　

　　お
　

　

　

　
り

　

開
法
因
鱒
馬
和
省
、
大
揚
其
教
(
故
成

一
宗
之
源
幻

　

　

　

む
　

あ

　

こ
　

　
ぎ
　
　

　の
　

〔
七
〕
右
且
略
叙
諸
宗
師
承
ハ
大
概
如
此
幻
然
縁
傍
正
横
竪
、
交
雑
難
記
h
今
書
出
爲
圖
(
一

　

　

　

　
あ

　

え

　
あ

覧
不
遺
一於
心
府
噸
謹
蓮
次
後
幻

漂
輔
餅

デ

9
リ

一 一i音
;・ ・岳・1

　

南

譲
・鱗

洪
州
囑
1

印
宗
艦
諮
斑
舞

浬' 洪 1
葉 先 工6 州 江
糎在 。。馬 陵
也坐
o 1

悟
径廉
山二察

1
o

興
善
懸

ゆ
　
つ

謝
羅

+
oo

(
6

a
)

1615141312111098765432115ユ413ユ21110987654
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F議

17

ー
帥
會
七

温
憲
鱗

ノ

ー
西
堂
藏

2。

㎞

ー況

州

業

　翻
L

23

ハ

イ

25

ノ

浮
盃

無名

。1

華嚴

疏
主

ケ
イ

24

荊
州
畳

26

昌

シ

フ

ノ

中
華
傳
心
地
欄
門一
師資

承
襲
圃

28

「

章
嵐
寺
瀞
徳
遼

一

禮

敬
。

門

29

ノ

ハ

ニ

ヒ

リ

。
1
此
號

毎
直
下一

子
孫
相
承
。

ノ

ハ

ニ

30

ヒ
ル

ノ

声
リ

Lτ

ル
ハ

デ
ス

田
此號

毎
代口

計兄

弟之

位。

同
一

階
者、

於
口
口
口
口

」

(

6
b
)

巌
七
[

ノ

40

ノ

西
京
北
寺
融束病同徳も.

轍

ノ

レ

ス
ル

ナ
リ

コ
此
號
是
親
同
學
兄
弟
。

ノ

ハ

ナ
リ

由
此
號
是
傍
正
一

宗
之
首
。

挙鍵

-慨

　-道

　
⊥

灘

33

ニ

カ

フ

距

リ

達
磨
云、

三
人
得
我
法、

深
淺
不
同
。

34

尼
惣
持
如
肉
叩

断
煩
懐、

得
菩
提
幻

ハ

ハ

ハ

道
育
如
骨
鱒

迷
即
煩
悩、

悟
酬
菩
提
。

ハ

恵
可
如
髄
司

本
無
煩
悩
(

元
是
菩
提
。

38
北
宗
帥
秀
六越州方

恵
能
六資州仇

39

42金
和
倫

43

老
安

「 心
バ
浄

17
(
卍
)
ハ

「
七
」

ノ
上

二

「
第
」

ア
リ

ー8
(
卍
)
ハ

「
光
宅
忠
く
代
宗
師
也
V
」

ナ
シ

ー9
(
卍
)
ハ

「
暉
」
ヲ

「
輝
」

二
作

ル

20
(
卍
)
ハ

「
況
州
業
」

ナ

シ

を
ゆ

21

(底

)
ハ

「
業

」

ヲ

「
葉

」

二
作

ル

22

(
底

)
ハ

「
磁

」

ヲ

「
鼓
」

二
作

リ
、

(
卍

)
ハ

「
磁

州

八
」

ヲ

「
確

州
智

如

」

二
作

ル

23

(
卍

)
ハ

「
盃

」

ヲ

「
査

」

二
作

ル

24

(
卍

)
ハ
「
畳

」
ノ
上

二
「
恵

」
ア

リ
。

(
卍

)
ハ

ソ

ノ
他

二
兄

弟

弟

子

ト

シ

テ

「
魏

州

寂

・
太

原
光

瑠

・裏

州

寂

芸

・西

京

大

願

・河

陽

空

・荊

　
　

州
術

・東
京
恒
観

・路
州
弘
濟

・裏
州
法
意

・西

京
法
海

・陳
州
敬
宗

・鳳
翔
解
脱

・
西
京
堅
」
ノ

=
二
人

ア
リ

25
(
卍
)
ハ

「
華
」

ヲ

「
花
」

二
作

ル

26
(
卍
)
ハ

「
中
」
以
下

一
二
字

ナ

シ

27
(
底
)
ハ

「
澄
」

ヲ

「
讃
」

二
作

ル
モ
、
(
卍
)

ニ
ヨ
リ
改

ム

28
(
卍
)
ハ

「
〈
徳
宗
禮
敬
V
」

ナ

シ

29
(
卍
)
ハ
四

ツ
ノ
符
号

オ

ヨ
ビ
ソ
ノ
説
明
文

ハ

ナ
ク
「
凡
與
祀
師
卒
書
者
、
悉
是

同
學
兄
弟
」

ト

「
名
下
連
書
者
、
可
認
相
承
傍
正
堂
從
」

ノ
ニ
文

ア
リ
。

30
(底
)
ハ

「
口
計
」
以
下

ノ

一
行
虫
食

ノ
為
判

読

不
明

ノ
部
分

ア
リ

31
(
卍
)
ハ

「
一
」

ノ
上

二

「
第
」

ア
リ
、
以
下

「
恵
能

六
」

ノ
六

マ
デ
同

ジ

32
(
卍
)
ハ

「
惣
」

ヲ
「
総
」
二
作

ル
、
以

下
同

。

33
(
卍
)
ハ

「
達
」
以
下

一
二
字

ナ

シ

34
(
卍
)
ハ

「
如
」

ヲ

「
得
」

二
作

ル
、
以
下
同
。

35
(
卍
)
ハ

「
僧
燦
」

ノ
外

二

「
寳
月
醐
師

.
向

居

士

・
花
閑
居

土
」

ノ
三
人

ア
リ

36
(
卍
)
ハ

「
牛
頭
融
」

ヲ

「
牛
頭

山
慧

融
〈
初

租
>
」

二
作

ル
。
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智
嚴紗

1卜 一 1
李49保 陳48

了リ唐 楚 ソ
法 草

:
,一 」

一

(
7

a
)

径
山

　

ほ
ほ

　
　
　
の

馬
素
:
、

資
州
翼
寂
…
摺
州
金
…
盆
州
石

智
威
五

慧
忠
六

　の

ら

　

　

ち

　
　

　

　

　

　

　

こ

そ
　

〔八
)
上
已
叙
諸
宗
師
資
司
今
次
辮
所
傳
言
教
深
淺
得
失
司
然
暉
門
之
旨
、
在
乎
内
照
ハ
非
筆

そ
　

　

　

　
　

き

　

　

　

　
　
つ
　

可
述
ハ
非
言
可
宣
二
言
難
不
及
ハ
猫
可
強
言
剛
筆
不
可
及
、
尤
難
下
筆
司
今
不
得
已
而

る

　
　

　

　

　

つ

ら
ら

書
之
↓
望
照
之
於
心
ハ
無
滞
於
文
　
。

ま

　

　

　

　

　

こ

　

〔九
)
然
達
磨
西
來
、
唯
傳
心
法
。
故
自
云
、
我
法
以
心
傳
心
ハ
不

(
7
b
)
立
文
字
幻
此
心

　

　
り

　

　

　

是

一
切
衆
生
清
浄
本
畳
。
亦
名
佛
性
ハ
或
云
漿
覧
。
迷
起

一
切
煩
悩
噛
煩
悩
亦
不
離
此

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ
　

ら

心
ハ
悟
起
無
邊
妙
用
ハ
妙
用
亦
不
離
此
心
↓
妙
用
煩
悩
、
功
過
難
殊
ハ
在
悟

一在
迷
ハ此

　

ま

　

　

　

　

　
　
　
　

心
不
異

一。
欲
求
佛
道
ハ
復
須
悟
此
心
司
故
歴
代
租
宗
、
唯
傳
此

一也
。
然
若
感
慮
相
契
、

37
(
卍
)
ハ
ソ
ノ
他

ノ
兄
弟
弟
子

ト
シ
テ

「
黄
梅

朗
輝
師

・
討
州
法
藏

・
法
浄
」

ノ
三
人

ア
リ

38
(
底
)
ハ

「
宗
」

ヲ

「
州
」

二
作

ル
モ
、
(
卍
)

ニ
ヨ
リ
改

ム

39
(
卍
)
ハ
ソ
ノ
他

ノ
兄
弟
弟

子
ト
シ
テ

「
裏
州

て
て

通

・灘

州
法
如

・果

閲
宣
什

・業
州
法

・江
州
寧

持

・揚
州
畳
」

ノ
六
人

ア
ザ

40
(
卍
)
ハ

「
北
寺
融
」

ヲ

「
山
北
」

二
作

ル

41
(
卍
)
ハ

「
幹
」

ナ
シ

42
(
底
)
ハ

「
資
州
塵
寂
」

ノ
下

二

「
盈
州
金

」

ア
リ
、

コ
ノ

「
金
和
倫
」

ハ
衡
字
力
。
(
卍
)

ハ

「
金
和
尚
」

ナ
シ

43
(
卍
)
ハ

「
爪々
澤
」

ナ
シ

44
(
卍
)
ハ

「
嚴

」
ヲ

「
山疑
」

二
作
リ
、

ソ
ノ
下

二

「
第

二
」

ア
リ

45
(
卍
)
ハ
.「
三
」

ノ
上

二

「
第

」
ア
リ
。
以

下

「
五
」

マ
デ

同
ジ
。

46
(
卍
)
ハ

「
慧
忠
六
」

ヲ

「
恵
忠
」

二
作

ル

47
(
卍
)
ハ

「
山
」

ノ
下

二

「
道
欽
」

ア
リ

48
(
底
)
ハ

「
陳
」

ヲ

「
際
」

二
作

ル
モ
、
(
卍
)

ニ
ヨ
リ
改

ム

木
力

49
(
底
)
ハ

「
李
了
法
」

ヲ

「
李
了
口
」

ト
シ
、

保
唐

ト
別
人

ト
ス
ル
ガ
、
保
唐

ト
同
人
力
。

(
卍
)
ハ

「
保
唐
李
了
法
」

二
作

ル

ー
(
法
)
ハ

「
揮
」
以
下
四
九
字

7
リ
、
(
法
)
ハ

「
然
」

ヲ

「
録

日
」

二
作

ル

2
(
底
)
二

「
乎
」

ナ
キ
モ
、
(
卍
)
(
法
)
ニ
ヨ
リ

補

ウ

3
(
卍
)
ハ

「
尤
」

ヲ

「
直
」

二
作

ル

4
(
卍
)
ハ

「
之
」

ナ
シ

5
(
法
)
ハ

「
　
」

ノ
後

ハ

〔
一
四
〕

ノ

「
荷
澤

意
者
云
云
」

ト
続

ク

ー
(
法
)
ハ

「
然
」
以
下

〔
九
〕

ナ
シ
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き
　　

　
る
　
　
　

こ

　

　

さ
　

え

則
難

一
燈
傳
百
千
燈
、
而
燈
一無
殊
、
若
機
教
不
投
(
難

一
音
演
読
法
噛
而
各
各
階
解
。

こ

　

こ

　
　

　

　

て
こ

　

　
　
　

　

故
諸
宗
異
論
、
過
在
後
人
。
今
且
略
叙
諸
宗

ハ
後
始
判
其
差
當
。

　

　

　
　

　

　

ち

　

Ω
○)
北
宗
意
者
、
衆
生
本
有
畳
性
、

　

る
　
ち

こ

ま

　

　

　

塵
闇
幻
若
依
師
言
教
ハ
息
滅
妄
念
(
念
霊
則
心
性
畳
悟
、

　

あ
　

　

　

　

　

　

塵
蓋
則
鏡
膿
明
深
、
無
所
不
照
↓
故
彼
宗
主
神
秀
大
師
、

　

　
り

　

　

　

身
是
菩
提
樹
、

心
如
明
鏡
毫
司

す
く
　

　

　
　　

時
時
勤
彿
拭
、

莫
遣
有
塵
埃
而

お
　

　

　

　

　
り

評
日
、
此
但
是
染
浮
縁
起
之
相
、
反
流
背
習
之
門
。

　

れ

り　

ぴ

　　

悟
既
未
徹
ハ
修
豊
樽
眞
司
く
劔
南
復
有
浮
衆
宗
、

　
そ

こ

　
り

あ
　　

　
　

　の

　
ぎ

　

似
同
ハ
所
修
全
異
。
不
可
繁
叙
、
他
日
奉

一

　

　

　

〔
=
〕
△
洪
州
意
者
、
起
心
動
念
、
揮
指
動
目
、
所
作
所
爲
、

　

　

　

き

る

用
ハ
全
騰
貧
唄
療
、
造
善
造
悪
ハ
受
苦
受
樂
、
皆
是
佛
性
。

一
皆
璽
。
意
以
推
求
露
軍
》
.西
大
骨
肉
、
喉
舌
牙
歯
、

　

　

　

そ
　

え
　
　

　

　
　

　

　　

聞
動
作
ハ
假
ー
如

一
念
命
終
、

　
つ

　
　

　
　
　

能
聞
ハ
脚
不
能
行
ハ
手
不
能
作
司
故
知
能
語
言
動
作
者
、

如
鏡

(
8
a
)
有
明
性

(
煩
悩
覆
之

一不
現
ハ

　

　

　

　
　

こ

　

如
鏡
有

　
　
　

　

　

無
所
不
知
ハ
如
磨
彿
昏
塵
ハ

　

こ

　の

　

呈

五

屈

一
偶

云

、

　

ゆ
　
り

　
り

而
不
畳
妄
念
本
無
、
心
性
本
浮
。

　

　

旨
與
此
大
同
。
復
有
保
唐
宗
一
所
解

一
辮
之
↓〉

(
8
b
)

　
り

こ

　

皆
是
佛
性
全
膿
之
用
。
更
無
別

　
り

　

　
そ
　
　　

　

　

如
獅

作
種
種
飲
食
ハ

一

　
の

　

　

眼
耳
手
足
、
並
不
能
自
語
言
見

　

　
　

全
身
都
未
攣
壊
ハ
帥
便

口
不
能
語
ハ
眼
不
能
見
ハ
耳
不

　
り

　
　

必
是
佛
性
。
且
四
大
骨
肉
、

65432113121110987654321765432
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翠
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ら

　

こ

　

　

き

と
こ

　
り

　

　

　

一
一
細
推
、
都
不
解
貧
唄
。
故
貧
唄
煩
憐
、
並
是

(
9
a
)
佛
性
。
佛
性
膿
非

「
切
差

　

　　

り

　
　
　
　
　

ぴ
ま

　

別
種
種
ハ
而
能
造
作

一
切
差
別
種
種
。
禮
非
種
種
者
、
謂
此
性
非
聖
一非
凡
ハ
非
因
一非

　
り

　

　

　

　

果

ハ
非
善

一非
悪
ハ
無
色
一無
相
噛
無
根
画無
住
、
乃
至
無
佛
無
衆
生
也
。
能
作
種
種
者
、

　

　

こ

　
り

お

　

　

　
り

ぬ

謂
此
性
帥
膿
一之
用
。
故
能
凡
能
聖
、
能
因
能
果
、
能
善
能
悪
、
現
色
現
相
、

能
佛
能

お

　
り

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

衆
生
、
乃
至
能
貧
唄
等
。
若

簸

其
膿
性
ハ
則
畢
寛
不
可
見
噛
不
可
謹
ハ
如
眼
不
自

む

　

　
　

　

ち

り

　

　
り

　

　
　

　
み
そ
　

見
眼
一
等
。

若
就
其
磨
用
、
帥
墾
動
運
爲
、

一
切
皆
是
佛
性
。
更
無
別
法
而

爲

能
謹

　

　

　
り

こ

こ

　

　

　

　

　
り

　

　

　

所
讃
。
彼
意
准
拐
伽
経
云
中
、
如
來
藏
是

(
9
b
)
善
不
善
因
、.
能
遍
興
造

一
切
趣
生
(

　

　

　
り
　

ふ

　
り
　

　

の
　

　

ゆ
　

え

　

ゆ

受

苦
樂

一與

因

一倶

上
。

又

云

、

佛

語

心

一爲

宗

(
無

門

一爲

法

門

。
又

云
、

或

有

佛

一刹

、

　

　
　

が

　
　
　
　
　
　

　

　
　

　
り

　
あ

揚
眉
一動
目
(
笑
吹

馨

歎
、

或
動
揺
等
、
皆
是
佛
事
。

既
解
悟
之
理
、

一
切
天
眞
自

　
り

　

　
へ
　

ゐ

　

　

え

え

　

　
そ
が

　

　
そ

然
。
故
所
修
行
、
理
宜
順

此
↓
而
乃
不
起
心
ハ
断
悪
修
善

ハ
亦
不
起
心
一
修
道
噌

道

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

帥
是
心
、
不
可
將
心
(
還
修
於
心
↓
悪
亦
是
心
、
不
可
將
心
(
還
断
於
心
司

不
断
一
不

　

　
　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

修
ハ
任
蓮
自
在
、
名
爲
解
脱
,人
。
無
法
可
拘

ハ
無
佛
可
作
。
猴
如
虚
空
ハ
不
増
一不
減
ハ

　

　

　
　

　
　

が
　　

　
　
り

　

み

　

ち

何
假

添
補
。
何

(
10
a
)
以
故
コ
心
性
之
外
、
無

一
法
一可
得

一故
。

故
但
任
心
帥
爲

修
也
。

　

　
　

　
を
り

じ　
　

　

　
　

　
り

　

　

評
日
、
此
與
前
宗
う
敵
膿
相
反
。
前
則
朝
暮
分
別
動
作
、

一
切
是
妄
。
此
則
朝
暮
分
別

　
　

　
り

　

　
　
　

こ

　

ぬ

へ
　

　
　
つ

　

　
り

　

　

動
作
、

一
切
是
眞
。
奉
問
疑
其
ハ
互
相
誕
設
、
莫
肯
會
同
。
且
所
見
如
此
相
違
、
孚
不

34333231302928272625242322212019181716151413121110987
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へ
　

ち
　

誕
設
。
若
存
他

一則
失
己
ハ
孚
肯
會
同
。

　

　

　

　
　

　

　

　
り
　
り

　

　
こ

　

ま
　
　
そ
　

　

〔
三
U
牛
頭
宗
意
者
、
謂
、
諸
法
如
夢
ハ
本
來
無
事
ハ
心
境
本
寂
、
非
今
始
空
。
迷
之

謂

有
ハ

　

　

る

　

　

　
　

こ

　

ず
　

こ

帥
見
榮
枯
貴
賎
等
事
幻
事
既
有
相
違
相
順
鱒
故
生
愛
悪
等
情
ハ
情
生
則
諸
苦
所
繋
↓
夢

こ

　

　
あ

　

　
　
　
　

　

　
り

と

　

　

　
　
へ　

　
　
そ

(
10
b
)
作
夢
受
、
何
損
何
釜
。
此
能
了
之
智
、
亦
是
夢
心
⑩
乃
至
設
有

一
法

過

ご

　
　
　
て

　

　

　

　
り
　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

於
浬
葉
ハ
亦
如

夢

幻
↓
既
達
本
來
無
一事
、
理
宜

喪

己
一忘
情
司

情
忘
則
絶
苦
(
因

ヘ
シ

こ

　

　

　

　

　

む
　

方
度
二
一
切
苦
厄
司
此
以
忘
情
ハ
爲
修
行
也
。

　

け

　
　
　

　

　

　

　

　

　

ね

　

　

　

　

　

評
日
、
前
以
念
念
全
眞
一
爲
悟
ハ
任
心
一爲
修
↓
此
以
本
來
無
事
【爲
悟
(
忘
情
爲
修
の

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　
り

　

　

　
り

お

　

〔
三
)
又
上
三
家
見
解
異
者
、
初

一
切
皆
妄
、
〈
北
宗
。
V
次

一
切
皆
眞
、
〈
洪
州
。
〉
後

一

　
り

る

　

　

切
皆
無
。
〈
牛
頭
。
〉
若
就
行
説
者
、

初
伏
心
滅
妄
、

〈
北
宗
。
〉
次
信
任
情
性
、

て

　

　

　
　
　
　
り

　

　

こ

　

〈
洪
州
。
〉
後
休
心
不
起
。
〈
牛
頭
。
〉
且
く
宗
密
V

性

好
勘
會
ハ

一
一
曾
参
、
各

　
　

　

　

　

　

　

　

こ

ゆ

　
へ
　

　

へ

捜
得
旨
趣
如
是
。

若
將
此
語
ハ

問
彼
學
人
、

(
11
a
)
印
皆
且
不
招
承
(
問
有

一
答

　

　
り

　

　

む
　

　

ぴ

　

　

え

こ

　

　

空
ハ
徴
空
一指
有
ハ
或
言
是
非

ハ
或
言
皆
不
可
得
幻
修
不
修
等
皆
類
此
一也
。
彼
意
者
、

ニ

レ

「
ヲ

ニ

ヲ
ツ

「
ヲ

ニ

テ

ニ

フ

レ
ハ
ノ

ニ

ー3
ト
モ
ー4
モ
ノ

ニ

ニ

メ

常
恐
堕
於
文
字
ハ
常
伯
滞
於
所
得
ハ
故
随
言
一沸
也
。
有
露
心
一
師

學
、
方
委
細
教
授
、

ヲ
ノ

メ

ナ
サ
ノ
ー5

,
ヲ

ー6
モ

ト
シ

ノ

フ
セ
キ

ー7

ル

ヨ
リ

ヲ

ヲ

令
多
時
観
照
、
熟
其
所
解
一　
。
然
毎
宗

一復
有
多
種
方
便
、
拒
於
來
外
難
(
誘
於
徒
属
ハ

畿o孚 孚 書孚oo牝

121110987654321121110987654321

鋸 範e麗 麗 ㊤範 言底㊤囎㊤鞄鯵範 ㊤範 ㊤謂麗

ハ指且且 牛洪 北 リ若 牛洪 北

rLLL頭 州 宗 補L頭 州宗
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ヲ認
一「L

倶 二
L作

ニ ノレ

作
ル

シシ シ ニ シシ シ

六
字
ナ

キ

聚

盆
)

薯
ど

作
ノレ

派

盆
×
法
と

ノ、

　

來
L

ナ
シ

　 　 　 　 　 　

コ
「一麦 「
全行 疑忘
LL忘 則

ナナ次L
キ シ同 ヲ

吹

竃
×
法
と
ヨ

リ

L-
一

ト妄

ア 即
ノレL

作

乳

頭

ハ ハ ハ ハ ハ ハLハ ハ

「 「 一 一 「 「 ナ 「 「

情 夢 是 此 事 謂 シ 謂 牛
LLL_L_LL

ナ ノ ヲ ノ ノ ヲ

キ 下 一 上 下 「
モ ニ 如 ニ ニ 爲
、L _L「 一「一「

　

郵 ル務 ル

書
リ

LL

ヲ以

「下
農 二
L九
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塗
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こ

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

不
可
具
一書
。
今
但
羅
其
意
趣
(
學
其

宏

綱
一也
。

〔
西
)
鶴
澤
筑
嵐
、
か
難
一一一剛
濯
.噛
是
繹
迦
降
凪
"

達
磨
遠
東
慧
コ不
意
也
。
將
辿貼
望
露

噛
か
泡
鍔
リ

於
前
ゾ
將
此
.鼠
坦聾

前
帥

(
11
b
)
全
騰
比
イ
故
難
,劃
也
。
鮮
蕎
之

一
甚
昆
.。
所
以
難
.

　
え
　
　

　
　
　
　
　
　
り

　

　

　

り

す

　
　
　

　

　

　
り

者
、

知
音
稀

也
。
今
強
言
之
ハ
謂
、
諸
法
如
夢
ハ
諸
聖
同
詮
。
故
妄
念
本
寂
、
塵
境

　
り

え

　

き

　
　

　
り

　

　

け

　

　
　
と

本
空
。
空
寂
之
心
、
塞
知
不
昧
。
帥
此
空
寂
之
知
、
是
前
達
磨
所
傳
、
清
深
心
也
。
任

へ
　
そ

　

　
そ

　
り

　
　

　

こ

　

こ

　

　

　

　
　
　
そ
ね

　

　

こ

迷

任
悟
、
心
本
自
知
、
不
下籍
縁
}生
上、
不
因
境
一起
舶
迷
時
煩
偶
、

知
非
煩
悩
ハ
悟

こ

お
　
　
　
そ

　

　　

ぬ

め

　
り

　

こ

　

　　

　

　

　
　

時
神
攣
、

知
非
神
攣
幻
然
知
之

一
字
衆
妙
之
源
。
由
三迷
二
此
知
(
帥
起
我
相
噛
計
我

　

あ

　

え

　

　
　
　　

り
　

　

　

　

我
所
(
愛
悪
自
生
。
随
愛
悪
情
↓
印
爲
善
悪
(
善
悪
之
報
、
受
六
道
形
(
世
世
生
生
、

循
築

絶
碧

籔

・藷

示
.
(12
a
)・
蝋
慨
空
寂
之
匁

撫
知
且
無
盆

蜜

謡
籏

　

　
　

　
り
　
が

れ

　
　

　

　
　
　
　

　
り

　

我
相
人
相
幻
畳
諸
相
空
ハ
心
自
無
念
。
念
起
帥
畳
、
畳

之
印
無
。

修
行
妙
門
、
唯
在

　

　

　

　
　

お

　

　
り

此
一也
。
故
錐
備
修
萬
行
ハ
唯
以
無
念
爲
宗
↓
但
得
無
念
(
則
愛
悪
自
然
淡
薄
、

悲
智

自
欝

戦
,
罪
業
自
欝

院

功
行
自
轟

残

麓
.鱈
,齢

見
諸
楓
籍

,於

.蕉

則

名
無
修
之
修
4
煩
噛
鼠
時
、
生
死
即
組
ゾ
生
滅
波
已
.、.ハ寂
照
現
臥
、
鷹
用
無
窮
鴛
猛
ゲ
竺

爲
佛
哺

21201918171615141312111098
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「 モLモ 「 モ ー ト ー 空LLL眞'
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リ塞 謬 郵 焼
ニ ニ ニ 頭

ヨ ヨ ヨ 注

8㊤総 ㊤脳醜 総a鋸 麗㊤響底盆舗 餓 ヲ疾
7654321
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L_LLLLL古L

　
ナ 以 ノ ノ 以 ヲ〔 以

キ 下 下 上 下 「 一 下

モ ー ニ ニ 五 意 〇 二
'三
「 「 二L〕 五

諺 継舞 齢
④ 弱シル打
ニ リ 、

ヨ 但

リ シ

1716151413
　 　へ　　 　 　

卍法卍卍卍　 　 　 　 　
ハ 　 疾 ノ'ハ

　 　 　 　 　

來然ハ學師
LLLL
　

ナ 以 所 ノ ナ

シ 下L下 シ

三 ヲ ニ

こニー一ド「

字行 者
ナLL
シ ニア

作 リ
ノレ
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ま

ち

こ

　

せ
　

　

　
　

こ
　

〔
一吾
上
已
各
叙

一
宗
ハ
今
辮
明
深
淺
得
失
司
然
心
貫
萬

(
12
b
)
法
、
義
味
無
邊
、
諸
教
開

　

　

え

　

　
　
こ

　

　

　

張
、
暉
宗
撮
略
。
撮
略
者
、
就
法
一有
不
攣
随
縁
二
義

ハ
就
人
一有
頓
悟
漸
修
爾
門
一の
二

　
　
　
　

　

　

え
　
　

る

　

　
　

　

て

義
顯
、
帥
知

一
藏
経
論
之
指
露
ハ
爾
門
開
、
帥
見

一
切
賢
聖
之
軌
轍
鱒
達
磨
深
旨
、
意

　
　
こ

　

　

そ

　

　
り

　

　
　

　

　
　
り
　
　

　

　

在
斯
一焉
。
不
攣
随
縁
者
、
然
象
外
之
理
、
直
論
難
謹
↓
今
以
喩
一爲

衡
鏡
ハ
定
諸
宗
之

　

　

れ
　

　

　

　

　

　　

　

こ

　

　

え

へ　

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
け
つ

是
非
幻
〈
注
便
随
喩
一以
法
合
之
ハ
随
文
以
注

一封
之
幻
翼

法
喩

一
一
相
照
、
易

見
覧
一

　
　
　

ぎ
　

ね

ま
お
　
　

へ

　

　　
む
　

　
め
せ
　
　

　

　

也
。
然
初
覧
時
、
但

一
向
讃
、
辮
本
末
}了
、
然
後
却
以
注
文
ハ
封
詳
其
理
一也
。
〉

　
　
　

　

　

　
り

　

り

　
　

り

り

　

　

　

る
　

　

〔
=
ハ)
如
摩
尼
珠
一〈

一
漿
心
也
。〉
唯
圓
深
明
〈
空
寂
知
也
。〉
都
無

一
切
差
別
色
相
而〈
此
知

　
り

　

ら

　

　

　

　

こ

　

　

　

本
無

一
切
分
別
ハ
亦
無

一
切
善
悪
也
。〉
以
膿
明
故
、封

(
13
a
)
外
物

一時
、能
現

一
切

　

　

　

　
　
　

お

み

こ

　

り

え

　

差
別
色
相
幻
〈
以
膿
知
一
故
、
封
諸
縁

一時
、
能
分
別

一
切
是
非
好
悪
ハ

乃
至
経
螢
造

え

　

　

　

　　
　

　
そ

　

　

　

作
、
世
聞
出
世
聞
種
種
事
歎
殉
此
是
随
縁
義
也
。
〉
色
相
自
有
差
別
ハ
明
珠
不
曾
攣
易
上。

　

　

　
そ

　
　

　

　
そ

　

　

　

せ

　

〈
愚
智
善
悪
、
自
有
差
別
、
憂
喜
愛
憎
、
自
有
起
滅
ハ
能
知
之
心
、
不
曾
聞
断
。
此
是

7654321
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ハ ハ ハ 知 ハ

rrrL上
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檜L切 シ ニ
LナL。 注

ヲ シ ヲ 以 ト

　

櫓
愛
L

作
ノレ

「下 合
聖 同シ
凡様 テ
Lノ 割

二記 注

作載 ト
ルア セ

リズ

ノ、 ノ、ノ、

　 　 　

空也 摩
寂LL
知 ヲノ
也 一上
L性 ニ

ヲLr

　 へ
空 作L
寂 ル ア
常 リ
知
L

16151413121110987654321242322
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LLL
rLLL辮L非LLLLLLL全LrLL
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謎 亘講塁麹 量蕪 離 醜
ルア喩ア且
リLリ

ア ア

リ リ
、

二一 二有 ア

作 注作Lリ
ルLル ア

以 リ
下

ルルルル 乙 斧 亨

ヱ ル リ
ア
異
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こ

　

り
　

　

　

　
　
み

　

え

不
攣
易
義
也
。
〉
然
珠
所
現
一色
、
雛
百
千
般
ハ
今
且
取
與
明
珠
一相
違
之
黒
色
ハ
以
況

　

　

　

　
　

け

り
　

　
　
ま

こ

　

　

ぎ

　

こ

　

　

難
明
知
見
與
黒
闇
無
明
↓
錐
相
違
、
而
是

一
膿
幻
〈
法
喩
已
具
。
〉
謂
如

珠
一現
黒
色
一

キ
ノ

メ

ヲ

ク

ナ
リ

テ

ニ

ク

ー2

ニ
ハ

ー3
テ

ス

時
、
徹
膿
一全
黒
、
都
不
見
明
。
〈
難
知
之
心
、
在
凡
夫
一時
、
全
是
迷
愚
貧
愛
、
都
不

麹
如
來
知
見
大
圓
鏡
智
ッ↓
故
経
云
、
身
心
急
相
、
皆
是
無
明
也
。
〉
懸
磁
子
、
或
村
野
,

　

　

ら

り
　
　
そ
　

あ

　
　
　

　
り

　
　

　

　

れ
　

の

人
見
之
ハ
直
是
黒
珠
。

〈
迷
人
但
見
妄

一是
凡
夫
。
上
都
喩
六
道
衆
生
、
已

(
13
b
)

こ

　

　

　

　
り
　

　
や
　

　
　

　

り

　

　
そ
と
れ
　

下
喩
諸
教
之
人
一也
。
〉
有
人
語
云
、
此
是
明
珠
ハ

灼
然
不
信
ハ
却
唄
前
人
ハ
謂
言
欺

　

　

こ

　

　

　　

　

こ

　
　
へ
　
そ

　

ゆ
　

　
　
ひ
り

　
そ

　
　

　
　
と

証
ハ
任

論
種
種
道
理
ハ
終
不
嘉
覧
↓
〈
宗
密
頻
遇
如
此

一之
類
ハ
向

道

汝
今
聲
聞
能

　
　

　

が
　
あ
　

　
　
　
　

　

　

　
り

ゐ

へ　

　

　

め
　
　

　
お
ら

　
り
　

知
現
是
佛
心
(
灼
然
不
信
ハ
却
云
是

誘

三
婆
三
大
一之
言
、直
不
肯
照
察
ハ
但
言
某
甲

　
　
　
　

こ

　

　

こ

こ

　

　

鈍
根
、
實
不
能
入
↓
此
是
大
小
乗
、
法
相
及
人
天
教
中
、

着
相

一之
人
意
所
見
一如
此
一

ゆ

と

　
そ

　

　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

れ
　

　

こ

　
へ
り

　
　
　

　

也
。
〉
縦
有
下肯

信
読

一是
明
珠
一者
上
、
縁
自
都
其
黒
ハ
亦
謂

被

黒
色
纒
裏
覆
障

ハ

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　
　

　
ぬ
　

　

　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

　

　

擬
下待
磨

拭
楷
洗
ハ
去
却
黒
闇
ハ
方
得
出
明
相
一現
、
始
名
中
親
見
中
明
珠
殉
く
北
宗
見

が

解
一如
此
殉V

　

　

　

　

　
　

　

　
り

　

　
　

　
　

〔
一七
〕
復
有

一
類
人
ハ
指
示
云
、
帥
此
黒
闇
便
是
朋
珠
、
明
珠
之
膿
、
永
不
可
見
叩
欲
得
識
一

1

盆
×

藺

;

匿

発

36353433323130292827262524232221201918171615141312111098
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也出
LL

ア ア

リ リ

暗 ニ ヲ'
　 　

荏謳 婆
ル ア ニ 「

リ作 説
ノレL

ノ

上

ヲ 「 ニ ーLL一 爲 八 ニ ー 定 「 ニ ニ 見 ≡≡「 二 暗 二

「 二 「 ○ ニ ヲL字 一 五L定 「 「L二 愚rLr

醒嘩鯨ぢ彗課塑諺塑濯
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(14
a
)
葺

懸

便
撫

〔乃
至
帥
獲
響

東
一皆
馬

馴
禽

三義
暢
儀
些

葬

專

　

　

　

　

　
る
　
そ
へ
り

　
り
　

そ
　

　

　
　

　

　

て

記
黒
相
ハ
或
認
種
種
相
一爲

明
珠
↓

或
於
異
時
(
見
〕
黒
穂
子

・
朱
唄

・
青
珠
、

乃

　

　

　

　

　

　
　
り
　

け
　

　

　

　

こ

至
赤
現
珀

.
白
石
瑛
等
珠
ハ
皆
云
是
摩
尼
珠
殉
或
於
異
時
、
見
下
摩
尼
珠
都
不
封
色
一時
、

　

　
　

　
へ
　

　

つ
　

ぬ
　
そ
　
　

こ

　

　
お
　
　
　
　

　

但
有
中
明
潭
之
相
上
、
却
不
認
之
ハ
以
不
見

〔有
)
諸
色
識

認

〔
故
、疑
ご)
恐
局

一

一

14

ニ

ノ

ハ

ト

ノ

ノ

ニ

ー5

16

ト

ヲ

明
相
一故
。
〈
洪
州
見
解
如
此
一也
。
言
愚
者
ハ
彼
宗
後
學
也
。
異
時
乃
至
見
黒
穂
子
等
一

テ

ニ

ル
ー7

ニ

ァ
ラ

ハ
ス

ー8

ヲ

ー9

20
ト
2ー

ハ

者
、
心
渉
世
聞
ハ
分
別
塵
境

一時
、
見
貧
愛
唄
慢
之
念

一也
。
現
珀

・
白
石
瑛
等
者
、
如

　

　

　

　
　
　

　

　

慈
善
謙
敬
之
念
一也
。
不
封
色
一時
者
、
無
所
念
一也
。
但
有
明
澤
一者
、
了
了
自
知
無
念

お

　

　
　

　
　

　
　
　

　
り
　

也
。
疑
局
者
、
彼
彼
唯
認
知
一是
偏
局
也
。
V

　

　

つ
　

　

　

　
り

　

　

　
り
　

　

　
り
　

　
　
　

〔
ヌ
〕
復
有

一
類
人
ハ
聞
論
此
種
種
色
、
皆
是
盧
妄
、
徹
膿
全
空
ハ
帥
計
此

一
顯
珠
、
都
是
其

　
り
　

　

　
　
　
　

　　

　
り

　

　

　

　
　
　

空
(
便
云
下
都
不
執

(
14
b
)
定
ハ
方
是
達
人
、
認
有

一
法
ハ
便
是
未
了
ハ
不
悟
一色
相

　

る

　
　

　
り
　
　

　

　

　
　

　

　

　

皆
空
之
盧
、
乃
是
不
空
明
螢
之
珠
。
〈
牛
頭
見
解
如
此
一也
。

聞
論
空
者
、

諸
部
般
若

654321
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て

　

　

　
り

　

こ
　
　
　

　

　

　

　

　

論
空
経
也
。
計
此

一
穎
等
者
、
計
本
畳
性
亦
空
無
所
有
一。

認
有
等
者
、

聞
諸
法
空
寂

こ

　
　
　
ぜ

　
　
　

　

　
り
よ
ぴ
　

　

　

　

　
り

　

て

お

之
虚
、
了
了
能
能
知
、
是
本
畳
眞
心
↓

却
云
不
了

一不
知
一心
膿
不
空
。

不
空
者
、
浬

む

　

　

　
　
　
　

　

ぎ

　　

　

　

　
り

　

こ
　

あ

ご

　

葉
経
云
如
瓶
空
一者
、
謂
瓶
中
無
物

一
名
爲
瓶
空
ハ
非
謂
無
瓶
殉
帥
明
眞
心
之
中
、
無

　

　

　

　

　
　
こ
　

め
　

　

　

ぬ
　
り

　

　

分
別
貧
唄
等
念
ハ
名
爲
心
空
ハ
非
謂
無
心
⊃
言
無
心
者
、

但
遣
却
心
中
煩
拶
一也
。
故

　

　
　
　

　

　

　

　
り
の

　

　

　

れ

　

あ

ぬ

知
、
牛
頭
但
逡
其
非
ハ
未
顯
其
是
司
從
此
一下
、
喩
荷
澤
意

一也
。
〉

　
　
　
　
　
　
　

ち

　
　

こ

　

　
り
　
　

　へ

　

　

　

Ω
九
∪
何
如

直
云
唯
螢
澤
圓
明
、
方
是
珠
騰
ハ

〈
唯
空
寂
知
也
。
若
但
説
空
寂
ハ
而
不

　

　
　

　

　
　
　

こ

　

　
　

　

　

そ
　
　

　

　

き
　
そ

　

　

　

顯
知
ハ
印
何
異
盧
空
而
亦
如
圓
願
螢
澤
之
盗
團
(
難
深
一而
無
明
性
(
名
摩
尼
ハ
何
能

る
せ
　

　

ら

　

　
　

　
　
そ
　

　

　
や

　

お

　

　

現
影
叩
洪
州

・
牛
頭
、
論
無
、

一
切
不
顯
簸
知
ハ
亦
如
此
の
〉
其
黒
色
乃
至

一
切
青
黄

　

　
り

　

　

　

　

　

　

　

色
等
、

(
15
a
)
悉
是
盧
妄
。
〈
善
悪
分
別
、
基
動
蓮
爲
、
如
洪
州
所
認
↓
起
心
動
念

　

り

　
り

れ

　

　

　
り

　

　

　

　

等
ハ
悉
是
盧
妄
。
故
金
剛
経
云
、
凡
所
有
相
、
皆
是
盧
妄
。
當
知
「彼
宗
認
盧
妄
ハ

爲

　

　

　
　

　

　
り
え

　

　
り

　
り

こ

　
り

眞
性

一也
。
〉
正
見
黒
一時
、
黒
元
不
黒
ハ
但
是
其
明
。
青
元
不
青
ハ
但
是
其
明
。
乃
至

　
り

　
り

お

　

　　

く

　
　
　

　
り
　

赤
白
黄
等

一
切
皆
然
、
但
是
其
明
。
印
於
諸
色
相
塵
、

=

但
見
螢
澤
圓
明
、
帥
於
珠
一

　
り

　
　

　
そ

　

　
り

こ

　

ち

　

こ

　

り

不
惑
。
〈

一
切
皆
空
、
唯
心
不
攣
鱒
迷
時
亦
知
、
知
元
不
迷
噛
念
起
亦
知
、
知
元
無
念
。
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皆
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ア
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現
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作
ノレ

　

爲
L

ア
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り

　
り
　
　
　

　

　の

　
　
　

乃
至
哀
樂
喜
怒
愛
悪
ハ

一
一
皆
知
。
知
元
空
寂
、
空
寂
而
知
。
帥
於
心
性
ハ
了
然
不
惑
↓

　
り
　

ら

　
り

む

あ

　

　

　

お
　　

こ

　
げ

　　　

こ

此
上
皆
迫
異
諸
宗

一也
。
故
初
標
云
、
將
前

一望
比
、
比
帥
迫
異
於
前
也
。
〉
但
於
珠
一

ト
キ
ハ

ー7

18
ナ
リ

ナ
リ

ニ
ノ

セ
リ

不
惑
ハ
則
黒
帥
無
黒
(

黒
帥
是
珠
。
諸
色
皆
爾
。
印
是
有
無
自
在
、
明
黒
融
通
。

復

ソ

ム

ー9

ノ

昌

キ
ハ

ト

20

ト

ニ

ニ

〈
此
同
彼
二
宗
一也
。

何
磯
哉
。

黒
帥
無
黒
、

同
牛

(
15
b
)
頭

・
洪
州
倶
云

一
切
皆

　

れ

お

　
　
　
り
　

　
　
こ

　
り

　

無
一也
。
黒
帥
是
珠
已
下
、
同
四
洪
州
云
三
一
切
皆
是
佛
性
、
凡
聖
善
悪
、
皆
無
二所
磯
幻

ニ

メ
25

ヲ

ス
レ
ハ

ヲ

26

ク

ニ

フ

ハ

テ

ノ

ヲ

故
初
標
又
云
、
將
此
一
撮
前
ハ
前
印
全
同
於
此
幻
自
此

一已
下
喩
意
、
再
將
荷
澤
本
宗
ハ

　
　
　
　

ふ

　　

簡

三
宗
↓>

29
シ
テ

30

ニ
ノ

コ
ト
ヲ

3ー
テ

ノ

メ

タ
ル
「
ヲ

32

若
不
認
ご得
明
是
能
現
之
膿
、
永
無
一攣
易
、
〈
反
明
荷
澤
認
得
一也
。〉
但
云
黒
等
是
珠
一

〈

33
洪
州
。
〉
農

離
墓

爲

.峯

〈
北
宗
・
〉
藪
　蝶

羅
聾

暑

・〈
牛
勢

〉
皆

　

是
未
見
珠
一也
。
〈
都
結
。
〉

〔二
〇〕
問
、
撮
謳
大
乗
経
、
及
古
今
諸
白蜀
縄
門
、
乃
至
荷
浬
謝所
訟
》
理
惟
暫
同
㍗

云
無
生
無
滅
、

　

お

　

　
　

ち

　
り

そ

る

無
爲
無
相
、
無
凡
無
聖
、
無
是
無
非
、
不
可
論
不
可
謹
(
今
但
依
此
一帥
是
、

何
必
要

匁
鍛

知
恥
。
答
・豊

輝
遮
竃

a
)
塗

之
職

未
轟

示
心
晦

若
不
擬
二
簾

架
謙

.常
飢
麺
断
禾
騰

ぜ
酊
亜
薮
・
諭
,ナ.厩
無
爲
無
相
笠

耶
・是
鉱
諸
贅

　 　 　
　ハ 法 ハ
　　　　 　

過 二是
L一 ヨL

ヲ トノ

「 削上

遣 ル ニ
L '一「

二 此

作L
ノレ ア

ノレ

桑
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お

　

　

　

　

ら

　

　

　
り

　

　

　

　

せ

　

読
此
知
無
生
無
滅
等
一也
。
故
荷
澤
於
空
無
相
塵
ハ
指
示
知
見
ハ
令
三
人
認
得
便
豊
自
心
、

へ

　

　
そ
　

　

　

　

　

あ

ね

　

　

経
生
一越
世
↓
永
無
閉
断
ハ
乃
至
成
佛
一也
。
荷
澤
又
収
束
無
爲
無
住
、
乃
至
不
可
論
等
、

　

こ

　

　
　
　

　

え

　

　
り

あ

　

種
種
之
言
ハ
但
云
空
寂
知
ハ

一
切
撮
蓋
。
空
者
空
却
諸
相
、
猫
是
遮
遣
之
言
。
唯
寂
是

　

せ

　
り

こ
　

　

め
　

　
り

こ
　

實
性
不
攣
動
一義
、
不
同
空
無
一也
。
知
是
當
膿
表
顯

(
16
b
)
義
、
不
同
分
別
也
。
唯

　

　

の　
　

　

り

　

　
　

此
方
爲
眞
心
本
膿
。
故
始
自
獲
心
ハ
乃
至
成
佛
、
唯
寂
唯
知
、
不
攣
不
断
。
但
随
地
位
ハ

　

　
り

　

　

　

こ

　

　

　

　

ね

　
り

　
　

　
　

のの

名
義
稽
殊
。
謂
約
了
悟
時
ハ
名
爲
理
智
ハ
〈
理
印
是
寂
、
智
印
是
知
。
〉
約
獲
心
修
時
噛

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　
　
　

こ

　
　

こ

　へ

　

名
爲
止
観
(
〈
止
息
塵
縁
(
契
於
寂

一也
。
観
照
性
相
ハ
冥

於
知
一也
。〉
約
任
運
成
行
ハ

れ
　

　

　
　
こ

　
　
　

あ

　
り

　

　
り

　　

　
ぬ
こ

　

名
爲
定
慧
、
〈
因
止
縁
功
ハ
而
融
心
一定
。
定
者
寂
然
不
攣
。

因
観
照
功
ハ
而
稜
慧
。

　

　

こ

　
り

　

　

　

ぎ

　

え
　

　の

　

　

慧
者
知
無
分
別
。
〉
約
煩
悩
都
鑑
、
功
行
圓
満
、
成
佛
之
時
ハ
名
爲
菩
提
浬
梁
。
〈
菩

　
　

ご

　
り

ま

　

　

　

提
梵
語
、
此
云
畳
ハ
即
是
知
也
。
浬
藥
梵
語
、
此
云
寂
滅
ハ
印
是
寂
也
。
V

當
知
一
始

　

う
　

　
　
り

れ

　

　

お
　
そ

　

　
　

自
獲
心
ハ
乃
至
畢
寛
、
唯
寂
唯
知
。
若
如
二
宗
ハ
但
云
空
寂
一
無
爲
等

(
17
a
)
義
ハ

せ
り

　
　

　

而
關
菩
提
等
義
。
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そ
　

　

こ

　

こ

　

　

　

〔
三
)
問
、
洪
州
又
云
簸
畳
及
堕
照
等

(
何
異
於
知
殉
答
、
若
篠
多
義
(
以
顯

一
艦
ハ
帥
萬
法

　

り

　

　

　

き

る

　

　

　

　

え

　

　

　

　　

　

　の

　

　

　

皆
是

一
心
。
何
以
畳
豊
等
。

今
就

剋

瞠
一指
示
(
帥
愚
智
善
悪
、
乃
至
禽
畜
等
心
性
、

　

　　き

　

　
　こ
　

　

　
り

こ

　

　

　

　

　

　

　

　
り
せ

　

　

皆
自
然
聲
聞
常
知
、
異
於
木
石
↓
其
畳
智
等
言
、
帥
不
通

一
切
殉
謂
迷
者
不
畳
ハ
愚
者

ナ
リ
サ
ト
リ

ナ
ル
ハ

9
ス

ヤ

ナ
ル
ニ

ニ
ー0

ノ

ーー
ル

ー2
ノ

(
所

ヵ

)

無

智
ゆ
心
無
記
時
、
不
名
肇
照
等
司
豊
同
心
膿
自
然
常
知
而
故
華
嚴
疏
主
答
順
宗

口

　

　　

　

お

あ

せ
り

　

　

問

一心

要

云

、

無

住

心

膿

、

(
17
b

)

竪

知

不
昧

。

又

云

、

任

運

寂

知

。

又

云

、

隻

照

　

こ

　
　
　

　

　

　

そ

　

　

　
　
　
　
り

　　

　
　

　

　

寂
知
鱒
華
嚴
経
亦
棟
知
與
智
別
。
況
洪
州
錐
云
竪
畳
(
但
是
標

衆
生
一有
之
叩
如
四
云
三

　

　

　

　　

む

あ

　

え
　
　

　
へ
り

　

　

　
こ

　
　

皆
有
二佛
性
一之
言
上、
非
的
指
示
幻
指
示
則
但
云
能
語
言

等
。
若
細
詰

之
ハ
印
云

一

　

　
り

　

へ
　
　
　
ち
め
　

　

　
　

　
　
　
　

　

　

切
帳
名
、
無
有
定
法
↓
且
統
論

教
ハ
有
遣
顯
二
門
ハ
推

其
實
義
ハ
有
眞
空
妙
有
ハ

　
　
　
　

　

　

　

　

　
り

　

　

　
あ
　

　

　

　

　

究

其
本
心
ハ
具
禮
一具
用
鱒
今
洪
州
・牛
頭
、
以
佛
　
一爲
至
極
↓
但
得
逡
教
之
意
、
眞

　

　

　

　

　

　

　
り

空
之
義
ハ
難
成
其
膿
ハ
失
於
顯
教
之
意
、
妙
有
之
義
ハ
闘
其
用
一也
。
問
、
洪

(
18
a
>

　

　

　

え
　

　

　
　
り

こ

　

　
り

　

　
　

　
　

　

州
以
能
語
言
動
作
等
ハ
顯
於
心
性
ハ
師
當
顯
教
ハ
師
是
其
用
、
何
所

闘
一耶
。
答
、
眞

れ

こ

　

　

　

　

　
り

　
　

　

　
　

心
本
禮
、
有
二
種
用
。

一
者
自
性
本
用
、
二
者
随
縁
鷹
用
。
猫
如
銅
鏡
ハ
銅
之
質
是
自

　

　
り

　

　

　
り

こ

　

　

　

　
り

ゆ

　

こ

ご

こ
　

ぬ

　
そ

性
騰
、
銅
之
明
是
自
性
用
。
明
所
現
一影
、
是
随
縁
用
。

影
即
封
縁

ハ
方
現
之
(
現
有

22212019181716151413121110987654321343332

麗囎囎範範聡総雛燧範㊤㊤鋸範聰e範 シ
　

影L

ナ
キ

柔

盆
×
法
と
ヨ

リ

　

心
L

ナ
キ

柔

ニ ノ、ノ、 ノ、 ノ、

　 　 　 　 　

作錐　究敢
LLLL_L_

ナ ヲ ヲ ヲ ノ

キ 「 「 一 上

モ 唯 跡 空 二
、LL _L

一

夢1
リ リ

ニ ウ ニ ハ ハ

コ

吾
ナ
キ

モ

盆
×
法
と
ヨ

リ

　 　 　

指又宗一LL
示
L以 ノ

ナ 下 下

キ ニ ノ

モ ニ 字
'字 ヨ

eζ西

彗 睾
ニ シ

ヨ

ノ)強 疾 ハ ノ'ノ)'ノ 強 疾

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

答華ハハ自等即塁畳ハハ
LLし_LLLL_
　 　 　 　

以 ヲ不聲 ナナ ヲ ノノ以又
下rL聞 シシ「下上LL
七 花 ノL
字L上 ヲ
ヲニニー

「作 一 了
心 ル印 了
要LL
銭 アニ
Lリ 作

ニ ノレ

則 ニ ニ ヲ ヲ
L
　 　ら　 　
二照 蟹唯亦

作LLLL
ル ア アニニ

リリ作作
ノレ ノレ

ノ、ノ、1、

　 　 　

等 義云
義 而L
LLヲ

ヲ ヲ「

　　 　
義者L
也 則 二
LL作

ニ ニ ノレ

作作
ル ル
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り

　

　
り

　

　

　

　

　

　

　
　
あ

　
が

干
差
ハ
明
即
常
明
。
明
唯

一
味
。
以
喩
心
常
寂
是
自
性
膿
、
心
常
知
是
自
性
用
ハ
此
知

　

　

　
の

え
　
　

　
ゆ

　
り

　

　
　

　

ゆ

　

　
り

　
り

能
語
言
能
分
別
動
作
等
、
是
随
縁
鷹
用
。
今
洪
州
指
示
能
語
言
等
、
但
随
縁
用
、
閾
自

　

　

　
　

　　

　

れ

　

　

お

　
え

　
　

性
用
一也
。
又
顯

(
18
b
)
教
有
比
量
顯
、
現
量
顯
。

洪
州
云
心
不
可
指
ハ

以
能
語
言

　

　
　
　

　

　

　

こ

　

　

　

　

　
り
　
　
　

　　

等
一験
之
ハ
知
有
佛
性
ハ
是
比
量
顯
也
。
荷
澤
直
云
心
艦
能
知
、
知
即
是
心
ハ
約
知
一以

え

　

　

　

　

　

　
り
　

お

　

顯
心
↓
是
現
量
顯
也
。
洪
州
闘
此
↓
上
已
述
不
攣
随
縁
二
義
司

　

こ

　

　
　

　

　

　

　

り

　

　

〔一三
U
△
今
次
明
頓
悟
一漸
修
雨
門
一者
。
然
眞
如
之
理
、
荷
無
佛
一無
衆
生
叩
況
有
師
資
傳
授
殉

　
　
　
り
　

え

　

　

　　き

る

　
り
　

　

こ

　
　

ら

り

今
既
自
佛
一已
來
、
祀
代

傳
授
。
印
知
約
人
一修
謹
趣
入
之
門
也
。
既
就
人
論
、
部
有

　
　

　

り
　

　

　
り

　

　

　
　

　

て
　
り

　

　

　

　
り

　

迷
悟
凡
聖
↓
從
迷
一而
悟
印
頓
、
輔
凡
一成
聖
一帥
漸
。
(
19
a
)
頓
悟
者
、
謂
無
始
迷
倒
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

認
此
四
大
一爲
身
ハ
妄
想
爲
心
(
通
認
爲
我
ハ
若
遇
善
友
、
爲
読
二如
上
不
攣
随
縁
、
性

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
り

　
り
　
こ

　　　

　

　
　

　
り

相
膿
用
之
義
ハ
忽
悟
三籔
明
知
見
、
是
自
眞
心
、
心
本

恒
寂
、
無
邊
無
相
、
帥
是
法
身
、

　
　

　

え

　

そ

　

　

　

　

　

　

あ

　

身
心
不
二
、
是
爲
眞
我
(
帥
與
諸
佛
ハ
分
毫
不
ご殊
ハ
故
云
頓
一也
。
如
三有
大
官
、夢
在

こ

あ

ぎ

　
　

　

　
　
こ

　
そ
　

　
　
　

　
　

　

　

ぼ

こ

　
　

ほ
　

こ

　

牢
獄
ハ
身
著
枷
鐘
ハ
種
種
憂
苦
、
百
計

求

出
、
遇
二
人
喚
起
ハ
忽
然
畳
悟
、
方
見
三

改 ハ ハ'ハ ハ ハ ハ ハ ハ ハ ・・ハ ハ
ム ー 「 以 一 「 一 「 一 一 「 一「一 一

宿 錬 法 也 恒 明 漸 悟 自口入 修 代 今
LLAL_LLLL_L_L_LLL　

ヲ ヲ 之 ノ ヲ ヲ ヲ ノ ヲ ヲ ノ ヲ ナ
ニrL下 「 「 「 下 一 「 上 「 シ

作 鎖 ノ ニ 空 嬢 頓 二 則 人 二 租
ルL害UrLL'悟rLL一L

モ ニ 注 此 ニ ニL始 ニ ニ 有 ユ
'作 ア 下 作 作 二 終 作 作L作

εルリ巖ルル勝 ルル㍗

奪 語 リ

12111098765432138373635343332313029282726252423

言麗産範㊤㊤露麗露 麗麗範㊤§麗e麗 箆囎8
ノ'　 ノ'ハ 　 貧'ノ'

　 　 　 　 　 　 　 　

上 洪 現 約 以 ハ 心 現

已LLLLrLL
L以 ヲ ノ ノ 指 ノ ヲ

ヲ 下 「 上 上L下 「

「 三 見 ニ ニ ノ ニ 見

已 字Lr一 下 「L

上 ナ ニ 此 但 二 盟 二
Lシ 作LL

rL作
ニ ル ア ア 示 ア ル

作 リ リLリ
ル ア

リ

ノ、 ノ、ノ、 ノ、 ノ、ノ、

　 　 　 　 　 　

也但 懸動 知常
LLL作LL

ナ ノナLナ ノ

キ下 シナシ上
モ ニ
、一一1

鐸
郵
書
リ

シ

　

自
性
L

ア

リ

へ 　一 法

　 　

現 ハ
L-一 「

ナ 之

キL
モ ナ
、シ

　

卍
×
法
と
ヨ

リ



真福寺文庫所蔵の 『斐休拾遺問』の翻刻96

　
り

　

ま

　
　
　

　

お

　

　

む

　

　

　

自
身
、
元
在
自
家
ハ
安
樂
富
貴
、
與
諸
朝
寮
ハ
都
無
別
異
一也
。
言
大
官
者
、
喩
佛
(
19

あ

　

　

　

む

　

b
)

性

一也

。

夢

者

、
迷

也

。

牢

獄

者

、
三
界

也

。

身

者

、

阿

頼

耶

識

也

。

枷

錬

者

、

貧

　

　

　

　

愛
也
。
種
種
憂
苦
者
、
受
報
也
。
百
計
求
出
者
、
問
法
勤
修
也
。
遇
人
喚
起
者
、
善
知

れ

　

　

　

　

識
也
。
忽
然
畳
悟
者
、
聞
法
一心
開
也
。
方
見
自
身

一者
、

喩
法
身
眞
我
一也
。

元
在
自

　

　

　

　

　

　

　

ち

　
り

家
一者
、
経
云
畢
尭
空
寂
舎
也
。
安
樂
者
、
寂
滅
爲
樂

一也
。
富
貴
者
、
膿
上
本
有
河
沙

ぬ

あ

　

　

　

こ

ゐ

功
徳
妙
用
一也
。
與
諸
朝
寮
無
異
者
、
同
諸
佛
之
眞
性

一也
。
檬
此
法
喩
ハ

=

分
明
、

　
り
ら

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
の
　

　
　

　

　

　
ら

　
り

　
　

　

足
耕
夢

悟

(
20
a
)
身
心
本
源
錐

一
h
論

其
相
用
(
倒
正
懸

殊
。

不
可
二
畳
來

　

　

　

　
　
　

あ

　
こ

　

　
ふ

　

　

　

　
　
　

れ

　

還
作
夢
事
ハ
官
以
喩
心
源
錐

一
、
迷
悟
懸
殊
↓
夢
時
拝
相
、

〈
迷
時
修
得

大
梵
天
等

お

　

　

　
　
　

　
　　
　

　

こ

　

は

　
　
　

　

　の
　
　

　

　

位
刈〉
不
及
畳
時
作
尉
。
〈
悟
後
初
入
十
信
位
一也
。
〉
夢
時
七
寳
、
〈
迷
時
修
無
量
功

　

　

　

　

と
　

　

　

　

　

　

　
　
　

徳
一也
。
〉
不
及
畳
時
百
鐘
。
〈
悟
時
持
五
戒
十
善
一也
。
〉
皆
以

一
妄

一
眞
、
故
不
可

　

あ

　

せ
り
　

　

あ

　の
　

　

　

　

　
　

　
　

類
殉
〈
諸
教
皆
云
、
施
七
寳
三
千
界
、
不
如
聞

一
句
偶
。
是
此
意
也
。
〉
今
洪
州
但
言

　

　

　

　

　
り
　

　
り

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

り

　

貧
唄
戒
定

一
種
是
佛
性
作
用
一者
、
閾
三於
棟
辮

迷
悟
倒
正
之
用
一也
。

彼
意
在
下眞
如

　

　

　

　
　
　　

　

　
　

　　

　
り
　

　

　

　
　

　に

心
性
無
愚
一故
、
不
中操
揮
、
及
就
眞
性
、
印
本
無
言

(
20
b
)
論
、
誰
道
異
同
幻
今
既

み

の

え

　
れ
　
　

有
師
資
相
傳
ハ
帥
須
棟
辮
倒
正
一り

　

　

あ

　

　

　

　

　
り

　　

　

　

　
り

　

れ
ち

次
明
漸
修
一者
、
錐
四頓
悟
三法
身
眞
心
全
同
一一諸
佛
ハ
而
多
劫

妄
執
四
大
一爲

我
ハ
習
已

　

　

ぬ
　

ま
　
こ

　
　

ち

え

　

　

　

　
　

　

成
性
(
難
卒
頓
除
殉
故
須
依
悟

一漸
修
(
損
之
又
損
、
乃
至
無
損

ハ
帥
名
成
佛
。
非
四此

3534333231302928272625242322212019181716151413

㊤㊤麗 脳 璽最醜 最醜 麗㊤腿脳 薩最底麗o麗 齢恕鋸
ハ ハ ハ ハ ハ ム ハ ム ハ ハ ム ハLハ ハ ハ

「 一 「 一 「 一 一 「 「 ヲ 「 一 一

也 時 時 位 天 入 緋 官 眞 「 悟 寮 妙
LLLLLLL一L宿L」 用

ナ ヲ ヲ ノ ノ ニ ニ ナ ニLヲ ヲL

シ 「 「 下 下 作 作 シ 作 二 「 「 ナ

詩 得 ニ ニ ル ル

=電 至 柔 柔

雛器 難
と と
ヨ ヨ

ル作宿僚シ
モ ルLL
、

婁管
法(
と 法
ヨ ×

ハ ハ ム ハ ム ハ ハ ハ 阿 ハ ハ 所 ハ ノ ハ ハ

ー 一 「 「 一 「 頼 「 「 ノ ー 害凹一 一

空 経 宿 聞 受 錬 耶 阿 也 割 言 注 也 寮
LLLLLLLLL注LアLL

ナ ノ ニ ニ ヲ ヲ ヲ ノ ナ ト以 リナ ヲ
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モ ニ ル ル ー 鎖 本 二 、 一 、僚
、
「 モ モ 切LLr以 二rL
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こ

　
　

こ

　

　

こ

ま

　
り

　

り
　

ぬ

心
外
有
三佛
可
ご
成
一也
。
然
錐
漸
修
ハ
由
三先
已
悟
二煩
悩
本
空
、
心
性
本
澤
一故
、
於
悪
一

　

　

こ
　

　
　

　

　

　

ゆ

り

　

　

　
　

ぶ

断
而
無
断
ハ
於
善
一修
而
無
修
ハ
爲
眞
修
断
一　
。
問
、
若
悟
了
復
修
者
、

(
21
a
)
檬

　

　

　の

　

と

　
ぎ
　
　

ま

ら

　

　
　
　
　

　　
　
　
ふ

　

　

こ

へ

前
夢
喩
ハ
豊
不
四似
四
畳

來

更
求
三
出
獄
一腕

枷
一乎
。
答
、
前

但
喩
頓
悟
義
ハ
不
喩
漸

　

こ

　

こ

　

こ

こ

　

れ

　
　

あ

そ

　

　

が

　

修
義
鱒
良
由
法
有
ご無
量
義
ハ
豊
唯

一
義
。
故
浬
薬
経
、

錐
唯
談
佛
性
ハ
而
以
百
喩
ハ

り
れ

　

　

　

　

　

　

ゑ

　
　

ま
　

　

　

　

各
有
既
會
(
不
可
徽
用
叩
今
明
漸
修
喩
一者
、
如
水
被
風
一激
、
成
多
波
浪
ハ
便
有
漂
溺

ケ
キ

　
　

　
　
　

　　

　

　
　
の
り
　
　

へ
　
　

　

　
ぎ

　

　

　

之
狭
(
或
陰
寒
之
氣
、
結
成
氷
凌
ハ
帥
阻

概

源
之
用
ハ
然
水
之
灘
性
、
錐
動
静
凝
流
(

ス
、
ク

　

　
　

せ

　

　　

れ

而

未

嘗

攣

易

殉

水

者

、
喩

眞

心

一
也

。

風

者

、

無

明

也

。

波

浪

者

、

煩

悩

也

。

(
21

b
)

ぬ

お

　

　

　
　

　

漂
溺
者
、輪
廻
六
道
一也
。
陰
寒
者
、
無
明
貧
愛
之
習
氣
也
。
結
成
氷
凌
者
、
堅
執
四
大

　

　
　

　
　

が

お

　
そ

　

　

　

　

　

　
こ

　

　
　

　

　

讐
質
磯
也
。
帥
阻
概
源
、
慨
、
喩
雨
大
法
雨
ハ
滋
潤
群
生
(
生
長
道
芽
の
瀞
、
喩
蕩
除

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

煩
憐
ハ
迷
皆
不
能
ハ
故
云
阻
一也
。
然
水
之
漁
性
、
錐
動
静
凝
流
(
而
未

嘗
攣
易
一者
、

ぴ

　

そ

　

　

そ

　

　

　

が

ゑ

　
　
そ

　

　

　
のへ
　

　

喩
貧
唄
時
亦
知
、
慈
濟
時
亦
知
、
憂
喜
哀
樂
、
種
種
攣
動
、
未
嘗
不
知
ハ

故
云
不
攣
一

こ

こ

　
お

　

　
　
　

　

　

　

　

こ

　

　

　

也
。
今
頓
悟
本
心
常
知
ハ
如
識
一不
攣
之
漁
性
ハ
心
既
無
迷
ハ
帥
非
無
明
ハ

如
風
頓
止
、

　

こ

　
つ

　

　

　

　

お

　

　

こ

悟
後
自
然
、
墓
縁
漸

(
22
a
)
息
、
如
波
浪
漸
停
ハ
以
戒
定
慧
ハ
資
薫
身
心
ハ
漸
漸
自

　
り

こ
　

　

　

　

　

お

　　

　
　
　

　

お
　
　　

　

　

在
、
乃
至
神
攣
無
硬
、
普
利
群
生
(
名
之
一爲
佛
ハ
如
春
陽
氷
湾
(
概
瀞

利
一萬
物
一也
。

　の

　

　

　
　

　
り
　

　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　

洪
州
常
云
、
貧
唄
慈
等
皆
是
佛
性
而
有

何
別
一者
、
如
人
但
観
漁
性
始
終
無
異
ハ
不

へ
え
　

　
こ

　
　

　

　

こ

　
　
　
　
　

　

こ

ぬ

知
濟
舟

一覆
舟
ハ
功
過
懸
殊
↓
故
彼
宗
於
頓
悟
門
一錐
近
一而
未

的
、

於
漸
修
門
一有
誤
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鋸範範麗毯麗毯鋸麗麗馨ε器麗麗鞄群e
!、 ノ、 ノ、 ノ、ノ、 ノ、 ノ、ノ、

　 　 　 　 　 　　 　 　

概如名戒 識常種 喩
LLLLLL種L

ノ以 以ナナ ノLナ
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洗
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ア
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欠
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が
　
り

　
の

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

こ

　

こ

　

而
全
乖
。
牛
頭
已
達
空
一故
、
於
頓
悟
門
一而
牛
了
、
以
忘
情
一故
、
於
漸
修
門
一而
無
繭
。

　

　
り

り

そ

　

　

　

　

北
宗
但
是
漸
修
、
全
無
頓
悟
、
無
頓
悟
故
、
修
亦
非
眞
。

(
22
b
)
荷
澤
則
必
先
頓
悟
、

ゐ

　

　

　

　

　

　

　

依
悟
一而
修
。
故
経
云
、
若
諸
菩
薩
、
悟
浮
圓
畳
ハ
〈
悟
也
。〉
以
浄
畳
心
ハ取
静
一爲
行
、

　

　
あ

れ

　

　

　
　

　　

由
澄
諸
念
、
畳
識
煩
偶
動
等
。
〈
修
也
。
〉
此
頓
悟
漸
修
之
意
、
備
於

一
藏
大
乗
門
而

　

　
　　

　

　

　

　

　

　

起
信

・
圓
毘

・
華
嚴
是
其
宗
也
。
若
約
各
爲

一
類
之
機
ハ
善
巧
方
便
、
廣
開
門
戸
ハ
各

　

　

　

　

　

　

ゆ
　
り

各
誘
引
、
黒
生
生
之
習
種
ハ
爲
世
世
之
勝
縁
ハ
則
諸
宗
所
読
、
亦
皆
是
諸
佛
之
教
。
諸

お
　

　

れ

経

論

具
有

其

文

也
。

(
23

a
)

　

　
　
り

　
　
　
　

　

　

る
　

　

　

こ

　
そ
　　

あ

え

　

　
　
　

　

　

　

〔二
三〕
薫
相
公
所
呈
見
解
、
呈
上
草
堂
和
爾
一與
注
繹
。
荷
澤
云
、
見
清
澤
膿
一於
諸
三
昧
八
萬

　

ま

　

　

こ

こ

　
　

　

　

　

て

　
　

　

　

こ

四
千
諸
波
羅
蜜
門
ハ
皆
於
見
上

一
時
起
用
ハ
名
爲
慧
眼
幻
若
當
眞
如
相
磨
之
時
ハ
〈
善

　
　

き
　
り

悪
不
思
。
空
有
不
念
。
〉
萬
化
寂
滅
、
〈
萬
法
倶
從
思
想
縁
念
而
生
、
,皆
是
盧
妄
、
故

ち

　
　

せ

　

こ

云
化
也
既

一
念
不
生
(
則
萬
法
不
起
⑩
故
不
四
待
三混
二
之
、
自
然
寂
滅
也
。〉
此
時
更
無

　

　

　

　
　
　
　

ゆ

こ

　

所
見
。
〈
照
膿
猫
立
。
夢
智
亡
階

一り
〉
三
昧
諸
波
羅
蜜
門
、
亦

一
時
空
寂
、
更
無
所
得
。

け

　
り

　
り
ゆ

び

　

　

そ

　
あ

〈
散
齪
與
三
昧
、
此
岸
與
彼
岸
、
皆
是
相
待
封
治
之
論
。
若
知
念
無
念
見
性
無
性
、
則

　
り

む

　

　

　

こ

　　

　

　

　

　

定
齪
眞
妄

一
時
空
寂
、
故
無
所
得
故
。
〉
不
審
此
是
見
上

一
時
起
用
否
。
〈
然
見
性
圓

　

　

ち

　

こ

　　

明
、
理
絶
相
累
。
帥

(
23
b
)
絶
相
爲
妙
用
ハ
住
相
一
爲
執
情
。

於
八
萬
法
門

一
一
皆

り

あ

　
　
ゐ

　

　

　
　

　

あ
　
　

こ

　

　

　

爾
。
但

一
法
有
、
爲

一
塵
叩

一
法
空
、
爲

一
用
幻
故
云
見
清
深
則

一
時
起
用
一　
。〉
望

)))))
ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、

　 　 　 　 　

但故性念皆
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LL_L
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蜜
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ア
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改
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LLL_L
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七 二
字 一
ヲ己

一L

請 ア
輝 リ
師
L

　

挽
L

ア

リ
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誤LL
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イ 、 ニ リ

ノ 頭 ヨ

為 注 リ

不 二 補



99真 福寺文庫所蔵の 『裟休拾遺問』の翻刻

　

ま

　

　

　
　
　

　

於
此

後

一
示

及

。

挽

状

。

　

　

　

　

　

　
り

　
へ
　

き

　
る

〔二
四
〕
△
答
史
山
人
十
間
。
〈
問
答
各
是

一
本
、
今
参
而
爲
之
。
〉
草
堂
和
倫
答
。

一
問
、
云

鳳
是
道
・
凡
擾

之
・
穣

必
須
鰺
螺

纂

颪

功
鼎

簿
、
無
擬
是
導

覧
塞

　

　
り

て

　
り
　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

是
修
。
道
錐
本
圓
(
妄
起
爲
累
の
妄
念
都
霊
、
帥
是
修
成
。

一,晦

道
義
民
隻

而
鴎
.
鄙
是
造
侮

欝

轡
既
洗
イ
鷹

不
覧

成
覆

築

何

猛
出
壕

獅
・
造
作
墜

(24
a
)
是
冨
裳
.
藩

幟
世
興

無
作
謬

鴛
.
聲

寛
出

堀三
問
、
其
所
修
煮
、
爲
颯
欝
漸
脇
.
翫

敗
忘
皿聾
失
.璽
、
何
旧騒
集
A馬
m
啄

.
蜆
貼
訂
行
劣
.

方
・
豊
役
二
臨

聾
,
答

眞
思
軽

瓢

町
.
妄
胤
葛
乙
而
漸
奪

頓
風
如
初
街

　

こ

　

　
　
ゆ

　

　
　

　

こ

　
　

弦
子
、

一
日
而
肢
燈
巳
全
殉
漸
修
如
長
養
成
人
、
多
年
而
志
氣
方
立
。

　
　

　

　
　

　
ち

　

　
　
や

　
　

こ

　

ま

　　
　

　

あ

四
間
、
凡
修
心
地
一之
法
、
爲
當
悟
心
一印
了
門
爲
當
別
有
行
門
。
若
別
有
行
門
一
何
名

　

　
　

　

　
り
　

南
宗
頓
旨
↓
若
悟
帥
同
諸
佛
、

(
24
b
)
何
不
獲
神
通
光
明
↓
答
、
識
泳
池
而
全
水
剛

　

こ

め
　

　
　
そ

　

　
り
　

　
　

こ

え

　
　

　

こ

え

籍
陽
氣
而
錯
融
。
悟
凡
夫
而
帥
眞

(
資
法
力

一而
修
習
。

泳
消
則
水
流
潤
、

方
呈
概
瀞

　

　
め

　

　

　

之
功
幻
妄
壷
則
心
塞
通
、
始
獲
通
光
之
磨
司
修
心
之
外
、
無
別
行
門
。

　

　

　

　

　

こ

　

　
　

　

　

　

　

　　

　

五
問
、
若
但
修
心
一而
得
佛
一者
、
何
故
諸
経
復
説
必
須
荘
嚴
佛
土
、
教
化
衆
生
(
方
名
二

　

　

　
り

　
　

　

　

　
　
　
　

　　

お
　

成
道
。
答
、
鏡
明
而
影
像
千
差
、
心
浮
而
瀞
通
萬
慮
。

影
像

類
荘
嚴
佛
國
(

神
通
類

　　　 　

寮 ハ"ハ　 　 　 　
ハ類則融
LL_L　

類 ナ ヲ ヲL
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ナ 即漕
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作 作
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一

竃 補 魎
黛 リ アδ 'リ
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LL
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L

ノ

下

「

自口
L

ノ

字
ア
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ニ ヲ 以 トi問 以 以 ヲ

作 一 下 送iL上 下 一
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鍔鎚陸
δ 作 モLニ
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ゆ

　　

　　
　

　　

の

　

れ

　
　

則

教
化

衆

生

。

荘

嚴

而

帥

非

荘

嚴

ハ
影

像

亦

色

而

非

色

。

(
25

a
)

19
(祖
)
ハ

「
則
」

ヲ

「
印
」

二
作

ル

20
(景
)
ハ

「
像
」

ノ
下

二

「
而
」

ア
リ

あ

り

え

　

　　

　

　

　

　

六

間

、
諸

経
皆

説

度

睨

衆

生

↓

且
衆

生

帥

非

衆

生

、

何

故

更

勢

度

脱

。

答

、

衆

生

若

是

21
(景

)
ハ

「
而
」
ナ

シ

22
(景

)
ハ

「
印
」

ヲ

「
則
」

二
作

ル

篤

.嵐
璽

鷺

等

弥

議

斐

生
瓦

翫

皮

藍

餌醇

耀

二
「印
」
ナ
キ
モ
、
(祖
)(且.三

リ

七
間

蓬

蕎

常
輿

器

読
佛
遷

離

不
溝

酷

非
葺

豊
不
.相
導

篭

忽
囎

ハ
「想

ナ
キ
モ
、
(祖
)(且凧)
二
。
リ

離
、一,切
獣

名
諸
佛
荷

辞

曳

滅
之
茸

岳

評

凱

者
在
粛

墜

警

晦

.
欝

W喧
、郵
」「丹
翁

・「麗
)～聾

ヨ
リ

27

ヲ

シ

レ
ハ
29

ラ

ス

カ

ト
〆

補

ウ

則

菩
提

樹

下
而

出
現

。
機

縁

壷
、

則

娑

羅

林

聞

而

浬

葉

。

其

猫

深

水

無

心
、

無

像

不

二

27
(祖
)
ハ

「
則
」

ヲ

「
帥
」

二
作

ル

　

セ

ハ

・

カ

ニ

・

ナ
リ
29

・

ユ

・
ム
ヤ

28

(祖

)
ハ

「
則

」

ヲ

「
邸

」

二
作

ル

現

。

像

非

我

(
25

b

)

有

ハ

蓋

外

質

之

去

来

。

相

非

佛

身

ハ

豊

如

來

之

出

没

。

29

(底

)
ハ

「
之

」

ナ

キ

モ
、

(
祖

)
(
景

)
ニ

ヨ
リ

カ

ヨ
リ
ナ
ラ
ム

ラ
バ
ノ

ノ

ニ

ナ
リ

ノ

ヲ

シ

バ
、

レ
ハ

シ

補

ウ

八

間

、

云

何

佛

化

所

生

、

吾

如

彼

生

、

佛

既

無

生

、

生

是

何

義

。

若

言

心

生

法

生

、

心

30

(景

)
ハ

「
耶

」

ヲ

「
邪

」

二
作

ル

レ
ハ

ト

ヲ

カ

ム

ヲ

3。
ヤ

ト

ハ

ナ
リ

ハ

ナ
リ

ヲ
芸

31

(底

)
ハ

「
無

」

ナ

キ

モ
、

(
祖

)
(
景

)
ニ

ヨ
リ

滅

法

滅

ハ
何

以

得

無

生

法

忍

一
耶

。

答

、

既

云

如

化

(

化

帥

是

空

。

空

印

無

生

、

何

詰

補

ウ

ノ

ヲ

シ

テ

ヲ

ト

ス
ル

ノ
3ー

ヲ

ト

32

(景

)
ハ

「
只

」

ヲ

「
祇

」

二
作

ル

生

義

↓

生

滅

滅

已

、

寂

滅

爲

眞

幻

忍

可

此

法

無

生

ハ

名

日

無

生

法

忍

。

33

(景

)
ハ

「
只

」

ヲ

「
祇

」

二
作

ル

34

(景

)
ハ

「
只

」

ヲ

「
祇

」

二
作

ル

　

　

ぬ

　
り
よ
て
　

　

　　

　

ら

九
問
、
諸
佛
成
道
読
法
、
只
爲

度
腕
衆
生
(
衆
生
既
有
六
道
ハ

佛
何
但
住
在
人
中
一

　
　

こ

　

　

　

　

　

　の

　

現
化
。
又
佛
滅
後
付
法
於

(
26
a
)
迦
葉
(
以
心
一傳
心
ハ

乃
至
此
方
七
祀
毎
代
ハ
只

　

こ

お

　

こ

　

　

　

　

　

　
　

　
　
　
　

傳

一
人
(
既
云
於

一
切
衆
生
ハ
皆
得
二

子
之
地
ハ
何
以
傳
授
不
普
。
答
、
日
月
麗

こ

あ

　

そ

　

ぶ
　

ま
　

　
　
　

　

　
　
　

天
ハ
六
合
倶
照
、

而
盲
者
不
見
ハ
盆
下

不

知
↓
非
日
月
不
並具

是
障
隔
之
各
也
。

　

　

　

　

り

　　

　

　　

　

　

　　　

　

　

度
與
不
度

ハ
義
類
如
斯

一り
非
局
人
天
一挾
於
鬼
畜
幻
但
人
道
能
結
集
、

傳
授
不
絶
、

故

　

　

　

こ

　

　

ま

　

　
　
　

　

　

　
り

け　
　
　
　

只
知
佛
現
人
中

一也
。
滅
度
後
、
委
付
迦
葉

h
展
輕
相
承

一
人

者
、
此
亦
蓋
論
當
代
爲



101真 福寺文庫所蔵の 『斐休拾遺問』の翻刻

　

　

　

　

　

　
　

え
　
　

宗

教

主

、

如

三
土
無

三

一王

(
非

得

度

者

、

唯

爾

歎

也

。

(
26

b

)

　

ら

　

　

　

え
　

　
　

　
　

　
　

十
間
、
和
省
因
何
一獲
心
、
慕
何
法
一而
出
家
。
今
如
何
修
行
。
得
何
法
味
舶
所
行
一
得

コ
ト

昌
カ

ス
ル

ニ

35

ル

ヲ

36

ハ

ヶ
テ
ム

「
ヲ
ヲ

セ
ハ

ヲ

37

至
何
庭
地
位
司
今
住
心
一耶
、
修
心
一耶
。
若
住
心
ハ
妨

修
心
鱒
若
修
心
(
則
動
念
不

気
。リ
云
夙
鷲
爲
騨
導
司
若
安
へ

↓
定
イ
貼
何
.製
.一疋
性
之
徒
軽
鱈
賦
大
徳
、
還
ズ
慈
親
(

　

　

　

と

ま

　
　

れ

　
　
　
　
　

　

え

　

　

　

如
理
一如
如
、
次
第
爲
読
↓
長
慶
四
年
五
月
日
史
制
誠
謹
問
。
答
、

畳
四
大
如
圷
幻
ハ

え

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
り
　

達
六
塵
如
一空
花
ハ
悟
自
心
一爲
佛
心
ハ
見
本
性
一爲
法
性
ハ
是
磯
心
也
。

知
心
無
住
ハ

　
り

こ
　

　

　

　

　
　

あ

　

　

　

印
是
修
行
。

(
27
a
)
無
住
而
知
、
帥
爲
法
味
↓
住
著
於
法
ハ

斯
爲
動
念
殉

故
如
人
下

あ

ゆ

　
　

　

え

せ

　

こ

　

　

　

入
闇
ハ
則
無
所
見
上
。
今
無
所
住
、
不
染
不
著
(
故
如
下
人
有
目
ハ
及
日
光
明
(
見
種
種

　

　

　
　
　

こ

　
　

せ
　

む

　

お

　

　
　

法
(
豊
爲
定
性
之
徒
↓
既
無
所
住
著
ハ
何
論
塵
所
階
位
↓
四
月
二
日
、
沙
門
宗
密
謹
封
。

　

ま
り

　
が
ら
れ

　

　

　

め

　

〈
史
山
人
自
後
頻
封
論
心
地
。
及
至
出
家
爲
道
↓
〉

　

　

　
　

　
る

　

う

ち

き

　
　
　

　

　

　

　

　

〔
二吾

△
又
答
山
南
温
術
書
所
問
。
先
奉

問
ハ
悟
理
一息
妄
一之
人
、

不
結
業
ハ

一
期
壽
終
之

　

こ
　

　
す
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
へ
　
　
そ
　

　

あ

　
　

後
、
簸
性
何
依
者
。

封
。

一
切
衆
生
、
無
不
二具
二
有
畳
性
ハ
難
明
空
寂
、
與
佛
無
殊
↓

　
り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

但
以
三
(
27
b
)
無
始
劫
來
ハ
未
二曾
了
悟
、
妄
執
身
一爲
我
相
ハ
故
生
愛
悪
等
情
↓

随

こ

り

　

む

　

　

　　

れ

そ

　

　

　
　

こ

　

　

めへ

情
一造
業
ハ
随
業
受
報

(
生
老
病
死
、
長
劫
輪
週
。
然
身
中
畳
性
、
未
二曾
生
死
↓
如
夢

　
　
　
そ

　
ぴ
　
　
な

　
　
　
　
　

　

　

　
そ
お

　
ゆ
　
　

り

　
　

め

被

駆

役
ハ
而
身
一本
安
閑
叩

如
水
作

泳
ハ
而
漁
性
不
易
⑩

若
能
悟
此
性
、

帥
是

　
り
　

　
り
　

　

　
め

　

え

　

　
ら
　
こ

こ

　
　

　

　

　

　

　

　

法
身

ハ
本
自
無
生
、
何
有
依
託
。
璽
難
不
昧
、
聲
聞

常
知
、
無
所
從
來
(
亦
無
所
去
幻

47464544434241403938373635

鯉蹴墾囎囎麗最璽麗
ハ ハ ハ 四 ハ ハ
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鞠煩頻ヲ四階
L_LLLL 　

ヲニ ノ同 ノ以

一作字L上 下
討 ルハ ニニニ
L不 作 「八

二 明 ル同字

作 。 年 ナ
ル 花Lシ

園 ア
大 リ
学'
油 マ

ニ ハ ハ ハ ハ ム ハ ハ ハ ハ

　 　 　 　 　

之則花長則
LLLLL

ナ ヲ ヲ 以 ヲ

キ 「 一 下 「
モ 印 華 一 自ロ
、LL-L _

竃砕舞
≦≧ル ル シ ルδ

ヨ

リ

　 　 　 　

毘則耶耶
LLLL

ニ ヲ ヲ ヲ

作 「 一 「
ル 即 邪 邪

モLLL
、

鎖競
塞
ヨ

 

1
(
林
)
ハ

「
又
」
以
下

一
二
字

ヲ

「
唐
淵
倫
書

造
嘗

問
圭
峰
密

縄
師

」

二
作

ル

2
(
景
)
ハ

「
答
」
ナ

シ

3
(
景
)
ハ

「
温
」

ノ
下

二

「
造
」

ア
リ

4
(
景
)
ハ

「
所

」
ナ

シ

5
(
景
)
ハ

「
先

」
以
下

三
字

ナ

シ

6
(
林
)
ハ

「
不
」

ノ
下

二

「
復
」

ア
リ

7
(
林
)
ハ

「
者
封
」

ヲ

「
密

以
書
答
之

日
」

二

作

ル

8
(
景
)
ハ

「
封
」
ヲ

「
答
」

二
作

ル

9
(
林
)
ハ

「
有
」
以
下
七
字

ヲ

「
畳
簸
空
寂
」

二
作

ル

ー0
(
底
)
ハ

「
随
業
」

ナ
キ

モ
、
(
景
)
ニ
ヨ
リ
補
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そ

あ
　

お

の

　　

　
り

　

れ

お
こ

え
　

　

　
お
　

　
　　
　

然
多
生
妄
執
、
習
已
性
成
、
喜
怒
哀
樂
、
微
細
流
注
。
眞
理
錐
已
頓
達
、
此
情
難
卒
除
殉

　

ぬ
こ

　

　
　

　

ま
　

　
　
　

り

　

こ

　

あ
　

　

須
長
時
畳
察
、
損
之
一又
損
、
如
風

(
28
a
)
頓

止
ハ
波
浪
漸
停
殉

豊
可

一
生
所
修
便

　
　
　

　
め

こ

　

　

　

　

　
　

　

　

ふ

　

　

　

　

　

　

同
諸
佛
力
用
↓
但
可
以
空
寂
一爲
自
腱
ハ
勿
二
認
色
身
司
以
難
知
一爲
自
心
ハ
勿
認
妄
念
鱒

ふ

　
そ

　

　
　

　

　　

こ

　

　
　
　
　

　

妄
念
若
起
、
都
不
随
之
ハ
帥
臨
命
終
時
、
自
然
業
不
能

繋
。
難
有
二
中
陰

ハ
所
向
一
自

ま
　

　

　　

　

　

ゐ

ぽ
　
　
れ

　

　

　
　
　
へ
　

　

由
、
天
上
人
閉
、
随
意
一寄
託
。
若
愛
悪
之
念
已
混
、
帥
不
受
一分
段
之
身
、
自
能
易
短

　

　
り

　

　

　

　

　

　
　
　
　
ぬ

　
　

　
　

あ
り

　

爲
長
、
易
鑛
爲
妙
↓
若
微
細
流
注
、

一
切
寂
滅
、

唯
圓
畳
大
智
、

朗
然
猫
在
、

帥
随

　
　　

　

　

　

　

　

　

げ

　
　

　

機
一鷹
現
千
百
億
身
ハ
度
有
縁
衆
生
、
名
之
一爲
佛
↓
謹
封
。

(
28
b
)

　

　

　

　

繹
日
、
馬
鳴
菩
薩
、
撮
略
百
本
大
乗
経
宗
旨
ハ
以
造
大
乗
起
信
論
殉
論
中
立
宗
ハ
読

一

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

　

こ

　

　
　

切
衆
生
心
ハ
有
二
畳
義
不
畳
義
(
畳
中
復
有
本
畳
義
始
畳
義
。

上
所
述
者
、

錐
但
約
照

　

あ
　
　
こ

　

　

こ

　
り

　　
　
　

よ
ゑ
こ

り

理
観
心
虞
一言
之
ハ
而
法
義
亦
同
彼
論
而
謂
從
初
一至
與
佛
無
殊
(
是
本
畳
也
。
從
但
以

　

り

　

こ

　

　

無
始
下
、
是
不
畳
也
。
從
若
能
悟
此
一下
、
是
始
畳
也
。
始
畳
中
復
有
頓
悟
漸
修
↓

從

　
　

　
　

お

り

　
　

　

　

此
次

至
亦
無
所
去
ハ
是
頓
悟
也
。
從
然
多
生
妄
執
一下
、
是
漸
修
也
。
漸
修
中

(
29
a
)

　

り

　
　

ゆ
　　

　

り

從
初
嚢
心
乃
至
成
佛
、
有
三
位
自
在
。
從
此
一至
随
意
寄
託
一者
、
是
受
生
自
在
也
。
從

　
　

　

れ

　
り
れ

り

　

へ
　

若
愛
悪
之
念
一下
、
是
攣
易
自
在
也
。
從
若
微
細
流
注

一下
至
末
、
是
究
寛
自
在
也
。
又

り

　
　
　

　
　

こ

　

　

　

　

從
但
可
以
空
寂
爲
自
膿
ハ
至
自
然
業
不
能
繋
ハ
正
是
悟
理
之
人
、
朝
暮
行
心
修
習
止
観

之
要
節
也
。

3938373635343332313029282726252423222120191817161514131211
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ー下 「ナLシ 「「 シ キ ナ「 シシrLLrLLシ 下 聞 「「「 「 ヲー
徒 ナ日 シヲ 而 然
LシL

rLL
ニ ニ 存 ニニ

作 作L作 作
ノレ ノレ ニ ノレ ノレ

作
ノレ

ミ

頭
注

　

之
下

キ 眞

モL-
、二

盆作邑
ル

秣
と
ヨ

量攣 翠 二言墾 鞭
ニ ニ ニ 然 以 習 一 ニ ニ ニ ニL二

作 「 作LLL了 作 作 作 作 二 作
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ァ ル ル ニ 、

リ 作 宣
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き
り

　

　

　

　

お
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　　

　
　

　

宗
密
先
有
八
句
之
偶
ハ
顯
示
此
意
ハ
書
於
術
書
虞
諦
之
(
奉
令
解
繹
、
今
謹
注
繹
如
後
。

　

　

　

　

が

　
り

れ

偶
二
日
。
作
有
義
事
ハ
是
醒
悟
心
。
〈
義
謂
義
理
、

非
謂

(
29
b
)
仁
義
恩
義
↓

意
明

え
　

　
　

　

　

　

　
へ

　
あ

ゐ

　

　

こ

　
　

凡
所
作
爲
、
先
詳
利
害
一。
須
下
シ有
所
ご以
當
於
道
理
ハ
然
後
行
之
上
、
方
冤
同
悟
醇
顛
狂

こ

　

こ

ぬ

　

　

　
　

　

　

之
人
一也
。
就
佛
法
中
、
有
三
種
義
ハ
帥
可
爲
之
。

一
資
釜
色
身
一之
事
。
謂
、
衣
食
磨

　

　

　

　

　

の

　

　

藥
房
舎
等
世
闘
義
也
。
二
資
釜
法
身
、
謂
、
戒
定
慧
六
波
羅
蜜
等
第

一
義
也
。
三
弘
正

　

　

　

　
　
こ

　

　

　
　

　
　

　

　

　
り

法

一利
濟
撃
生
ハ
乃
至
爲

法
一諸
鯨
縁
事
。
通
世
出
世
也
。
〉
作
無
義
事
ハ
是
狂
齪
心
。

れ
　
お

　

　

こ

　

　

　

　

　

〈
謂
、
凡
夫
所
爲
、
若
不
三縁
二上
三
般
事
(
印
名
無
義
一也
。

是
狂
齪
者
、

且
如
世
閉

　

　

こ

　

　
　
　

　

お

　

　

　

こ

　

　

そ
　

　

　

醇
人
狂
人
所
往

一
不
棟

虞
所
ハ所
作
不
量
是
非
而今
既
不
揮
、
有
何
義
利
弔
但
縦
信
妄
念
ハ

　
そ
　
　
　
　

　

　

　

　

　

こ

　

　
　

　

へ
　

要

爲

一帥
爲
、
故
一如
狂
一也
。
上
四
句
述
業
因
也
。
下
四
句
述
受
果
報
云
。V
狂
齪
随

ち

　の

　

こ

　
　

　

こ

え

　
　
　

　
　

　　

　

　

　

　

情
念
ハ
臨
終
被
業
牽
叩
〈
既
随
妄
念
ハ
欲
作

一帥
作
、
不
下以
悟
理
之
智
ハ
棟
揮
是
非
上
。

ゆ

こ

　
　
　

　

　

　

　

猫
如
狂
人
、
故
臨
終
、
於
業
道
「被
業
所
引
ハ
受
當
來
報
。

故
浬
葉
経
云
、

無
明
郎
主
、

　

　

　

り
　
　

　

　

　
そ
　
　

　

こ

　　

　

　

　

　

こ

貧
愛
魔
王
、
役
使
身
心
ハ
策
如
億
一僕
。
〉
醒
悟

不

由
情

(
臨
終
能
韓
業
而
く
情
中

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

お

　
　

あ
　

え
り　
お
　

　
び
え
　

　

　

　

　

欲
作
(
而
察
理
一不
鷹
、
帥
須
便
止
。
情
中
不
欲
作
ハ
而
照

理
鷹
爲
、
帥
須
便
作
⑩
但

　

ち

　
　

　

　

　
　

　

　

　
り

こ

由
是
非
之
理
↓
不
由
愛
悪
之
情
ハ
帥
臨
命
終
時
業
不
能
繋
、
随
意
一自
在
天
上
人
聞
一也
。

　

　

　

　
　
　
　

こ

　
　

　

　

通
而
言
之
ハ

(
30
a
)
但
朝
暮
之
聞
所
作
、
被
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